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騨 魁 寺 岡 正

醤學士 渡 邊 基 治

緒 言

近 時一 過 姓 肺 浸潤 トシテー揺 サ レタμ 疾 患 ハ 、

其 ノ臨 躰 的 症 歌 頗 ル 輕 微 ニ シテ 感 冒 ザア ンギー

ナ」、急 性 氣 管 枝 炎 等 ト異 ル所 無 キ ニ 反 シ、 ザレ

ントゲ ン」像 二著 明 ノ 肪 浸 潤 ヲ 綴 明 ス ル ノ 芝ナ

ラズ、 該 肺 浸潤 ハ 撒週 日 ノ問 二殆 ド痕 跡 デ留 ム

ル コ トナ ク消 実 スル黙 二於 テ、 諸 家 ノ注 属 スル

所 トナ リタ 塊 其 ノ報 告例 ハ 外國 文 獣 轟 ハ 甚 グ

多 キモ、吾 國 ニ ハ死 較 的 少籔 ナ リ.而 シテ、 諸

家 ノ關 心 ハ該 肺浸 潤 ノ辛～、核性 、 非 結 核 姓 ノ鑑 別

二集 中 セ ラ レタル ノ感 ア リ.滲 出牲 結 核 ユ シテ

乾酪獲 生 、 室 洞 彩 成 ニ マ デ到 ラズ比 較 的 速 ヤ カ

ニ吸 牧 サ し得 ル モ ノ アルハ 周 知 ノ事 實 ナ レ ドモ

(Haudek,Redeker,Fleischner,Lydtin,Fass-
　

bender>結 核 性 肺 浸1閏 ノ中 ニ モ 各型 ノモ ノア リ

テ其鑑 別 ハ常 二必 ズ シモ容 易 ナ ラ ズ.一 過 性 肺

浸潤 ラ結 核 牲 浸 潤 トナ ーヘモ ノハL6偲er,Leit-

ner以 來 少 カ ラザ レ共、 是等 ノ諸 家 モー過 牲 肺

浸潤 ノ全 テヲ結 核 二録 セ シメ タル ニ ハ非 ズ.上

部氣 道 ノ急 性 疾 患 二緬 登 セル 非 特 殊 性 肪 炎 ヲ是

認 スル モ ノア リ{iBoyt{ncketc)"又 、 所 請 不 定

型的 肺 炎Fナ ーヘモ ノ ア リCKellner).KeUnerノ

廣汎 ナ ル業績 ニ ヨ レバLappenpneumonieト

Herdpneumonieノ 悶 ニ ハ孝重を ノ移 行型 ア リ.

其 ノ病 型 、経 過 ヲ決 定 スル モ ノハ、 年 齢 的艦 質

的因子 、生艦 ノ感 受 性 、免疫 的 位 枳 ナ リ トナ ス藩

彼ノ・一 過性 肺浸 潤 ナ ル名構 テ用 ヒ ズ、 不 定型 的

肺 炎{'atypischePneumonie>Fナ シ嚴 格 二早 期

浸 潤 ト囁 別 シタ リ綴

一過 性 肺 浸潤 ゴ ェ オ ジン」嗜 好細 胞 増 多r}随 俘

スル モ ノ アル ハL6田erLeitner等 ノ記 述 以 來

知 プル ・ ㍗ゴ ロナ レ共、 之 ヲ俘 ハ ザル ー過 性 肺

浸 潤 モ亦有 ス、 南 シテ「エ オ ジ ン」嗜 好 牲細 胞増

多ハ、 ドア レル ギー 」二基 函 スル 塾ナ ス稼1鮎 ト考

ヘ ラ レル黙 二於 テハ諸 家 ノ見 解 ノ…致 スル所 ナ

ル モ、L6借erLeitner等 ハ 之 テ結 核 高9ア レル

ギー」ト考 ヘ タル ニ封 シ、 非 結 拳刻生ノ 何等 カ ノ

「ア レル ギ ー」二 録 セ シムル モ ノ 亦 多 シE'Engel
,

B語uning,Steiger,Butschel,,Engelハ 上 海

二於 テ水 蝋 樹 ノ開 花 期 二流 行 シタ ル故 テ以 テ
、

之 テ水蝋 樹 ノ花 粉 二閣 係 付 〃 タル コ トア 馬 其

他 諸 種 蛋 白含 有 物 質 パー定 ノ條 件 ノ下 二過 敏 性

反 鷹 チ誘 糞 シ得 ルガ故 二、 偶 々 ノ場 合 之 ヲ決 定

スILハ 困 難 トサ し タ リ,,爾Wildハ 蜴 鐘 仔 贔 ノ

肺 循 環 内迷 入yノ 瀾 係 チ想 像 シ、Engelbreth-

HolmハChaulm◎ ◎gra61ノ 静 脈 内注 入實 験 二

基 キ、之 子肺 梗塞 工鰭 セ シ メタ リ,、r;〈Assmann

ハ 肺 門 淋 巴腺 結 核 又 ハ 肺病 竈 ノ 腿 迫 ニ ヨ ル腕

「アテ レク ター ゼ」ガ… 過 牲 肺 浸 潤 ノ 叡態 ナ ル場

合 ア ル コ トヲ注 意 セ リ.

我 國 轟於 テハ其 ノ報 告 未 ダ甚 ダ 多 カ ラ ズ、佐 々、

菅 臥 小 臥 小松 岩 田等 ノ報 野調 ア リ。 佐 々

ハ早 期 浸 潤 ノ経 過 良 好 ナ ル モ ノ ト解 シ、 菅 醗 ハ

『ッ 《謹ル ク リ ン」反鷹 陰 牲 働 テ報 告 シ
kギ 跳 反 礁

陰 性 ナ ル テ以 テ薩 チニ非 結 核 牲 トノ骨 シ難 キ チ
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述 べ 、 之 二封 シ小 田、 小 松 等 ハ其 ノ報 告 例 ノ多

ク ハKellnerノ 所謂 不 定 型 的 肺 炎 ナ リ トス。

岩 田 ノ諸例 ハ 「ツ」反 慮 陽 性 ニ シ テ其 ノ中2例 二

「エ オ ジ ン」嗜 好 性 細 胞 増 多 テ件 ヘ ル モ、 其 ノ個

々 ノ場 合 二肺 浸 潤 ノ本 態 ラ決 定 〒㌦ル コ ト困 難 ニ

シテ、 結 核 性 肺 浸 潤 ノ疑 ヒ ノ下 二愼 重治 療 スベ

キ テ述 べ タ リ。

最 近 柴 田 氏 ノ紹 介 セ ル 所謂 急 性 肺臓 炎 叉 ハ 急 陞

間 質 性 肺 臓 炎 ノ・従 来 、 不 定 型 的 肺炎 トセ ラ レ タ

ル モ ノニ シテ、 臨 休 所 見甚 グ軽 微 且 ッ其 ノ豫 後

頗 ル良 好 ナ ル貼 ヨ リ肺 炎 ヨ リ唾 別 セ ラ レ タル モ

ノニ シテ本 病 ノ揚 立 性 二 關 シテノ・種 々論 議 アル

所 ナ レ共 所謂 一過 性 肺 浸 潤 ト診断 セ ラル ・疾 患

症

第1例 一33歳(第1及2圖)

昭和12年4月23日 右腰痛 ヲ 主訴 トシテ來院、 髄温

36度8分 。 感冒感 、 装 熱感 ノ記憶ナ ク、 咳嚇喀疾等

ナ シ。4月26日 右 背下部打診 音短縮 「ラッセル」ナ シ、

念 ノ爲 二回 目第1同 「レ・ンiゲ ソ」検査 ヲ行 ヘルニ(第

1圖)右 腕下野上半蔀 ヲ占ムル著明ナル 肺陰影 ヲ登見

ス。 陰影 ノ性状 バー標 ニ シテ境 界不鮮 明ナ〃モ、上端

二葉間肋膜肥 厚 ヲ認 ム。 其他 ノ所 見 トシテハ 左 肺尖 、

肋膜肥 厚及左肺門部 陰影若干橿大 ア リ。 赤沈(1時 間

第1圖

中 二本病 ノ存 スル 八相 像 二難 カラ ズ。 余 等八裂

鐵 所 従 業 員 肺 結核 患 者 ノ早 期 量 見拉 二無 自覚 性

肺 結 核 患 者 ノ採 用 防 止 テ 目的 トシ テ、 採 用 時罷

格 検 査拉 二 日h診 療 室 ヲ訪 ル ル150乃 至200名

ノ外 來 患 者 中 ヨ リr見 感 冒 檬 症 状 テ呈 セ ル モ ノ

へ 努 メテ「レ ン トゲ ン」達 観或 ・・寛 眞撮 影 、 赤

血 球 沈 降 速 度 、 「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮 検 査 テ施 行

セ リ。 昭 和12年5月 ヨ リ13年10月 迄1年5

ケ月間 二肺 浸 潤 テ登 見 シ、 其 ノ経 過 テ追 求 シテ

一 過 性 肺 浸 潤 ト診 断 シ得 タ ル モ ノ20例 テ経 験

セ リ。 諸 種 検 査r充 分 ナ レ共 、 弦 二之 テ報 告 シ

諸 塚 ノ批 判 斗 乞ノ・ン トス。

、

例'

値 、 以 下 同様 ⊃28粍 。 患 者 ハ 自量 的 症 状 少 キ ト経済 的

關 係 ヨ リ入 院 ヲ肯 ゼ ズ。労 働 ヲ 中止 シテ3,9日 毎 二通

院 加 療 ヲ受 ケ タ ル ニ、5月12日 即 千16日 後 、第2同

「v/ト ゲ ン」検 査 時 二'《(第2岡) 、上 記陰 影 ハ殆 ド完

全 二吸 壊 走 ラ レ、右 第3肋 間 二葉 間 肋膜 肥 厚 ヲ残存 セ

ル ノ ミ。 伺 右 肺 下 野 ニ テ 心臓 陰 影 二 近 キ 肺 部 二 粟粒

大 石 友 竈 ヲ思 ハ シ ムル が 如 キ陰 影 数 個 ヲ認 ム。赤沈 ハ

5粍 二遅 延 セ リ。患 者 ハ翌 日 ヨ リ勢 働 二従 事 シ今 日二

及 ブ。 爾 同 年8月31日 、 來 院 ヲ求 メ、第3回 「vン ト

第2岡
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第 3 圖

ゲン」検査 ヲ行 《1〃モ、 第2同 検 査 時 ト全 グ異 ル 所 ナ

シo

本例 ハ強壮 ナル 職 工 ニ シテ、 蛋 熱 感 ノ記憶 ナ ク、軍 二

右腰痛 ヲ主訴 トシテ來 院 シタル モ、右 背 下 部 ニ テ打 診

音短縮 セル ラ以 テ 「viト ゲ ン」検 査 ヲ行 ヒ、著 明 ノ肺

陰影 ヲ豪 見 シタ ル モ ノニ シテ 、 外 来 治 療 ノ ミニ テ16
＼

日後二八 殆 ド完全 二 肺陰影 ハ消失 シ、 同時 二赤沈 ノ

遅延 ヲ來セ リ。

木切ハ諸 検査不充分ナル爲、 其本態 ノ決定 ノ・困難 ナ

リ。「Vrゲ ン」所 見ハ肺炎又 ハ肺臓 炎 ノ像 ヲ示 シ、

若シ然 リトセバ全 グ 無熱 二経 過 セ〃 不定型的肺炎 ト

ナス可キナL共 、肺結核 ノ再燃 モ否定 シ得 ズ。

第2例 一27歳(第3及4圖)

昭和12年5月8.日 、 登 熱 感 及 頭痛 ヲ 主 訴 ト シ テ 来

院。髄温38度4分 、 咽 頭螢 赤 、 扁 桃腺 腫 脹 。 胸 部 其

他 二異 常 ヲ認 メ ズ。 赤 沈7粍 。感 冒rシ テ治 療 シタル

ニ、 翌 日盟 温37度8分 、10日 饅 温36度9分 、 赤 沈

34粍 。 試 ミニ 同 日第1同 「レ ン トゲ ノ」検 査 ヲ 行 ヘ ル

ニ(第3圖) 、 右 腕 下 野 ノ心 臓 陰 影 二近 ク、一様 二・シテ

境界不 鮮 明 ナ ル陰 影 ヲ豪 見.ス。爾 後2,3日 毎 二外 來 治

療 ヲ行 ヘ ル ニ、5月27日 即 チ17日 後 二 ・・、赤 沈5粍

二遅延 シ、 第2回 ・レ ン トゲ ン」検 査(第4圖)ニ テ、下

野1大 陰 影 ハ 吸取 セ ラ レテ、境 界 鮮 明 ナ ノV粟粒 大 ノ小

塩 鮎 ヲ数 個認 ム、其 後 爾 外 來 治療 ヲ縫 緻 シ、6月7日

第 4 圖

赤 沈7粍 二 至 リテ従 業 ヲ許 可 セ リ。爾 後 製 鋼 工 場 ノ職

工 トシ テ過 激 ナ ル 労働 二 従事 中 ノ トコ ロ、 昭 和13年

2月21日 、 悪感 卜共 二登 熟39度9分 二及 ビ 、右 側 胸

痛 ヲ訴 ヘ テ來 院 セル ラ以 テ 、即 日第3同 「viト ゲ γ」

検 査 ヲ施 行 シタ ル ニ、 何 等 異 常 ナ 〃、感 冒 トシテ治 療

シ第4日 目 ヨ リ再 ビ業 務 二從 ヒ今 日二 王 ル6

本例 ハ頭 痛、 登熟(38度4分)ヲ 以 テ 來 院 、3日 目二

下熱 セ ル モ、 赤 沈34粍 ヲ示 シタ ル ヲ以 テ 、試 ミニ 「v

ン トゲ ン」検 査 ヲ行 ヒ タ ル 二方 肺 下 野 二著 明 ノ肺 陰影

ヲ獲 見 シタ ル モ ノニ シテ、 外 來 治 療 二 依 り17日 後 ニ

ノ・赤沈 ハ正 常 二 復蹄 ン、肺 陰 影 モ消 失 セ リ。本例 モ 検

査 不充 分 ナ ル ヲ以 テ 、 該肺 陰 影 ノ本 態 ハ不 明 ナ ル モ 、

陰 影 吸 敢 後 」・粟粒 た叉 ハ 小 豆 大 ノ 小 吉 竈 ヲ 残 存 シタ

ル ヨ リ見 レバ古 キ 結 核 性 病 竃 ノ 再 燃 二 非 ザル ヤ ヲ疑

ハ シ へ 然 レ実 力 ・ル古 竈 ノ上 二 、非 特 殊 性 浸潤 〉登

生 モ 可 能 ニ シ テ「レン トゲ ン」像 ノ ミニ 依 リ、之 ヲ決 定

ス ル ハ困 難 ナ リ。{・例 ノ臨 脈 症 状 蚊 二 「レ」線 所 見 ハ所

謂 急 性 肺 臓 炎 ヲ モ思 ハ シ ム。

本 初 パ臨 休 的 ニ ノ・「ア ンギ ー ナ」ヲ認 メ、 偶 々「レ ン ト

ゲ ン」検 査 ヲ行 ヒ肺 浸 潤 ヲ登 見 セル モ ノニ シテ、 之 ヨ

リ見 ノレ時 、日常 「ア ンギ ー ナ」トシテ地 理 セル モ ノ ・中

　

ニ一過 性肺浸潤 ヲ 伴ヘ ルモ ノが 看過 サ レ居 ルハ 想像

昌難 カラズ。

第3例 一23歳 骸炭]二・妻(第5及6圓)
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第 ・5 圖

、昭 和12年5月23日 、 頭 痛 、 咳 噺 、右 側 胸 痛 ヲ主 訴 ト

シテ來 院 。 盟 温37度1分 。 右 前 下 都 二 打 診 音短 縮

シ、 中 等大 水 庖音 及 雷 撃 ヲ臆 〃。25同 再 ビ 來 院 、 盟

温38度1分 。 胸 部 所 見 同様 。 同 日第1同 「vン トゲ

ン」検 査(第5圖)ニ テ、 右 肺 下 野 二廣 汎 ニ シテ ー・様 ナ

ル 肺 陰 影 ヲ謹 明 セ リ」 爾 後 外 来 治 療 ラ行 ヘ ル ニ 、26

H以 降 龍 温 ノ・常 二37度 以 下 、 赤 沈 ・・29日30絃6

月12日8粍 。同 日即 チ18E後 第21可 「vン・トゲ ン.検

査 時(第6圖)二 八下 野 ノ 陰 影 ハ 大 部 分 吸 収 セ ラv内

側 二 外 方 ノ境 界 明劃 ナ ル小 陰 影 ヲ残 存 セ リ。

本 例 ハ 其 経 過 ヨ リス レバ」 過 性 肺 浸潤 三 囲 ス ル 毛 ノ

ナLド モ、 残 存 陰 影 ノ性 状 か 該 部 ノ肋 膜 肥 厚 及 ぜ癒

着 ノ存 在 ヲ思 ハ シメ、コ ノ部 二肋 膜 炎 ノ存 シタ ルコr

ヲ示 セ ドモ 、コ/肋 膜 炎 ハ肺 炎 二件 ヒテ 生 ジタ ル モ ノ

ナ ル カ或 ・・結 核 性 ・モ ノモ シテ、上 記 ・浸 潤 ・・既 存 結

核 病 竃 ノ再 燃 ニ ヨ リテ 生 ジ ヌル モ ノナ ル カ バ 判 定 シ

難 シ。

第4例 一25歳 煉 瓦 工 第7,8,9,io

11圖.

昭 和12年6月20日 、 右 胸 痛 、 獲 熱 感 、頭 痛 ヲ訴 ヘ テ

來 院,髄 温38度2分b右 前 駒 下部 二 打 診 音 短 縮 、・捻

髪 音 ヲ聴 〃。 外 来 治 療 ニ ヨ リ21日 以降 下 熱 。23日 第

ユ同 「v:ト ゲ ン.検 査1ニ テ く第7圖)右 肺 下 野 ノ上 牛

第 6 周

部 二、 一一様 ニ シテ 境 界 不鮮 明 ノ 廣 汎 ナ ル 肺 陰 影 ヲ曇

見 、 其 ノ下 端 二小 斑 製iヲ混 ズ。 赤 沈 ハ7月2日 、10

粍 、10日8粍 、16日3粍 、 「ツベ ル 〃 リン」反感(蕉

「ツベ ル ワ リン」千 倍 液0 .1蛯 注 射、24時 間 後判 定、

以 下 同様 ＼ノ・7月2日0.3×0.5糎 、16日3.C×2.5糎 、

第7圖
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31H1,8×1.9糎 。 喀 疾 中 二 結 核 菌 ナ シ。7月10日

即 チ17日 後 ノ第2同 「レ ソ トゲy」 検 査 二 八(第8圖)

上 記 陰 影 ノ・吸 牧 セ ラ レ・、索 状 陰 影 雄 島数 個 ノ粟 粒 大斑

貼 ヲ残 存 セル ノ ミ。

7月17日 以 降 労働 中 ノrコ ロ、 同年9月18日 、:左胸

痛 ヲ訴 ヘ テ来 院。 髄 温37度4分 。 赤 沈32粍 、左 前 胸

下 部 二 笛聲 ヲ聰 〃。 第3同 「レ ン トゲ ン」検 査 ニ テ(第

9圖)左 肺 下野 内 側 ニー 檬 ニ シテ境 界不 鮮 明 ナ ル 軟 影

ヲ詮 明a。 外 來 治療 二依 り、 赤 沈 ハ同 月25日17粍 、
　

10月2日7粍 二 恢 復 セ ル モ、 其 後 「レ ソ トゲ 均 検 査

ヲ行 ハ ズ。

同人 ハ10月 初 メ ヨ リ再 ビ煉 瓦 工 トシテ従 業 シ 居 タ ル

ニ、 昭 和13年6月4日 、頭 痛 、耳 鳴 、右 胸 痛 ヲ訴^テ

外 來 診 療 室 ヲ訪 ル 。 胸 部 二異 常 ナ シ。髄 温36度8分 。

服 薬 ヲナ シツ ・ 業 務 二 股 セル ニ、6日 勢 働 時 呼 吸 促

逼 、 咳 漱 及 少 量 ノ喀 疲 ア リ。 同 日、 赤4d粍 、「ツ ペ

ル 〃 リソ」反 応1・2×].5糎 、第4同 「vvト ゲ ソ」検 査

ニ テ(第10圖)右 肺 下 野 内側 二濃 厚 ナ ル 雲 翼 状 ノ肺 陰

影 ヲ認 ム。叉 第9岡 三認 メ タ ル左 肺 下 野 ノ陰 影 ノ・全 ク

消 失 シ、 一 過 性 二経 過 セ ル ラ知 ル 。爾 後 休 業 セ シメ タ

ル ニ 、 赤 沈 ハ遅 延 シ來If15日16粍 、21日7粍 。 同

H郎 チ15日 後 第5同 「Vト ゲ ン」検 査 時 二 八(第11圖)

右 腕 下 野 内側 ノ陰 影 ハ全 〃吸 壊 走 ラ レ、数 條 ノ索 状 陰

第 12 圖

影 ヲ認 ムル ミ ノ.爾 來 日 々塵 埃 立 チ コ ム ・・現 場 ニ テ過

激 ナ ル 勢 勤 皇服 シテ今 日 二及 ベ リ。

本 初 ハ胸 痛 、登 熱 感 ヲ以 テ約1ケ 年 間 二3同 一過 性肺

浸 潤 ヲ経 過 セ ル興 味 アル 症 例 昌 シテ、肺 浸 潤 吸暇 日鍬

ノ・第1同 ニ ノ・17日 、「第2同rハ 不 明 、 第3同 二 八15

日、 同 時 二赤 沈 モ正 常 値 二恢 復 ヲ示 セ リ。

本 例 ・・L6田erノ 所 謂H日chtigeSuccedan-lnfiltrate

島該 當 ヌ 可 キモ 、 喀 疲 検 査 、白血 球 検 査 等 ヲ施 行 セザ

リシ爲 、其 本 態 ハ全 〃不 明 ニ シ テ、不 定 型 的肺 炎 ヲ反

復 セル モ ノ カ、 再 燃 性 浸 潤 ナ ル ヤ ハ即 断 ス ル 能 ハ ズ。

而 シテ 、比 較 的 短 期 間 二 前 後3同 二亙 り肺 浸潤 二罹患

シ而 カモ 常 ニ一 過 性 二 経 過 シテ 空 洞 形 成 等 ノ不 快 ナ

ル榑 鯖 ヲ トラ ザ ル ヨ リ見 レ・∫、タ トヒ結 核 性 ノモ ノナ

リ トモ、 絵 程 良 性 ノモ ノナ ル 可 シ。 倫 、 「ツベ ル 〃 リ

ソ」反 応 ノ・登 病 後13日 二陰 性 ニ シテ、27日 後 二 八強

陽 性 ナvキ 。

第5例 一34歳 、苦灰 工(第12及13圖)

從來健康 ニ シテ作業 中 ノトコロ、昭和12年6月21日

來院。4日 前 ヨリ感 冒二罹 患、 咳漱 、粘稠ナル喀疾少

量、 右側胸痛 ヲ訴 フ。盟濫 ・・同 日38度3分 、翌 日37

度2分 、爾後無熱。胸部所 見 トシテ右脚下部ニテ打診

音短縮Q車軸音 ヲ 聴取。6月24日 、 第1同 「vvト ゲ

ソ」検査 ニテ(第12岡)右 腕 下野 内側 三雲 禦朕 ノ濃厚

第 13 圖
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陰 影 ヲ蚕 児 。外 來 治 療 ニ ョ リ7月12日 、帥 チ18日 後 第

2回 「レ ソrゲ ン」検 査 ニ テr(第13圖)該 陰 影 ハ 殆 ド

消 失 シ 索 状 陰 影 ヲ残 セ ル ノ ミ。 赤 沈 ノ、6月26日73.

粍 、7月7日15粍 、15日21粍 、30日 即 チ34日 後 二

11粍 二遅 延 セ リ。 「ツ ベ ル 〃 り}/」反 応 ハ、6月26日 郎

子 第5同 ニノ・全 グ反 晦 無 〃、7月30日 帥 チ39H後

ニノ・L2×1.5糎 ～『リ。

本例 ハ営 利 感 冒様症 状 ヲ訴 ヘ テ來 院 、右 胸 部 二陣 軋 音

ヲ認 メ タ ル ヲ以 テ 「viト ゲ ソ」検 査 ヲ行^ル ニ 、同都

邑肺 浸 潤 ヲ登 見、 外 来 治 療 二 言 リ18日 後 二 八 殆 ド吸

収 セラL、34日 後 ニノ・赤沈 モ 殆 ド正 常 昌 恢 復 セ リ。

「ッベル 〃 リソ
」反 懸 ハ5日 後 陰 性 ニ シテ、39日 後 二

八陽榑 化 ヲ認 メ タ リ。

本患 者 ハ赤沈 値 ノ正 常 二恢 復 後 、直 チ 昌勢 働 二従 事 中

呂 シテ、 爾 來 既 二1年4ヶ 月 ヲ 縄 タ ル モ 異 常 ヲ訴 ヘ

ズ。其 ノ登病 状 悪 政 二 経過 及 ビ「ア ネル ギ ー」ヲ獲 病 初

期 二認 メ タ ル貼 ハ 赤沈 促 進 ノ 著 明 ナ ル コ ト 非特 殊 性

肺炎 ヲ思 ハ シム〃 モ、肺 結核 モ 登熟 ヲ以 テ 再 燃 ヲ起 セ

ル場合 、一 時 的 二 「ア ネル ギー」ヲ呈 ス ル コ トアル ヲ以

テ ソノ「シ3一 プ」ヲ全 〃 否 定 シ難 シ。

第6例 一40歳 、 製 鋼 工(第14及15圖)

昭 和12年8月7日 、頭 痛 、 登 熟 感 、 左 胸 痛 ヲ訴 ヘ テ

來院。 初 診 時 盟 温38度 。 左 背 中部 二呼 吸音 粗 製、 水

第 14 岡

庖 音 散 在 。 即 日第1同 「vvト ゲ ソ」検 査 ヲ 行 ヘ ル ニ

(第14圖)左 側 肺 門 ヨ リ心臓 陰 影 二沿 ヒ テ下 方 二暗 く

一 様 ニ シテ境 界不 鮮 明 ナ ル 肺 陰 影 ヲ登 見 メ 。外 来 治療

ニ ヨ リ8月9日 鵤温37度 。 白 血球 敷1萬 。9月15日

即 チ39日 後 ノ第2同 「レ ソ}ゲi」 検 査 二 八(第15圖) .

上 記肺 浸 潤 ノ・著 シ 〃吸 壊 走 ラ ル ・モ、挺指 頭 大 小 軟 影

ヲ肺 門 側 方 二残 存 、68日 後 三 八 完全 二消 失 セ ル ラ 認

メ タ リ。 赤 沈 ノ・8月25日68粍 、9月8日43粍 、17

日帥 チ41日 後 二 八13粍 二遅 延 ス 。「ツ ベ ノヒ〃 リソ」反

晦 ・・9月17日 即 チ41日 後 二1.4×1.5糎 ヲ示 シ 其 ノ

以 前 ハ不 明 ナ リ。 喀 疲 所 見 ハ 結 核 菌 陰 性 、 葡萄 状 球

菌 多 数 、 「グ ラ ム」陽 性 墜 球 菌 比 較 的 多 数 。 、

本 初 ハ 奪 メ、 急 性 肺 炎 初 期 ノ 症 状 ヲ 呈 シテ 來 院 セル

モ、外來 治療 二 言 リ3日 後 ニハ下熱、「レン トゲ ン」検

査 ニテ左肺門 ヨ リ下方昌 肺浸潤 ヲ壁見 シ、39日 後 ニ

ノ・著 シグ吸収 セラv、68日 後 ニ八荒全 二 消失 セ リ。

同時 二赤沈値 モ遅延 シ來 り、爾來 労働 二従事 シテ約1

ケ年2ケ 月 ヲ閲スル モ異 常 ヲ訴 ヘ ズ。 本例 ノ「ツベル

ク リン」反臨検査 ハ登病後41日 二・始メ テ 行 ヒ 中等度

陽性 ヲ示 シタ リ。其 ノ登病 状態経過 白血 球数槍加及赤

沈促進 ノ著明 ナル コr等 ヨリ見 レバ 不 定型 的肺 炎叉

ハ念 性肺臓炎 トナ ス可 キナ リ。

第7例 一30歳 、煉瓦工(第16及17圖)

第 15 圖
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第. 16. 圖

昭 和12年1月 念 性 肺 炎 ヲ経 過 セ 〃 外 二 著 患 ヲ知 ラ

ズ。 同年8月22日 頭 痛 、 高 熱 、 右 側 胸 痛 ヲ訴 ヘ テ來

「院
。 饅 温39度 、 胸 部 二 異 常 ナ シ。24日 再 ビ来院 、、右

側 胸 内苦 悶 ヲ 訴 フ。 咳 漱 ア リ。 右 上 部 二 打 診 音 短

縮 、 呼 吸 音 延長 ヲ認 ム。 盟 温37度3分 。 同 日第1同

evilゲ ン」検 査 ニ テ(第16岡 .右 肺上 野 蛇 二 肺 尖 部

ニ一 様 ナル 陰 影 ア リ、鎖 骨 下 二殊 二 濃 厚 ナ ル 長 圓 形 陰

影 ヲ讃 明 ス。 気 管 影 ノ患 側^ノ 偏 位 ヲ認 メ ズ。3C右 第

3肋 間 モ葉 間 肋 膜 肥 厚 ア リ。爾 後2日 置 キ ニ通 院 シテ

治 療 シタ ル ニ、9月13E即 チ20日 後 第2回 「vvト

ゲ ソ」検 査 時 二 八(第17圖)該 陰 影 ハ完 全 二 消 失 シテ痕

跡 ヲ留 メ ズ。 赤 沈8月24日53粍 、9月13日15粍 、

10月4日 即 チ43日 後2粍 二恢 復 セ リ。 「ソベ ル 〃 リ

ソ」反 感 ハ9月i3日 即 チ23日 後 二L2×1・1糎 、爾 後

約1年2ケ 月 間 労働 中ナ ノレモ 異 常 ヲ訴 ヘ ズ、 昭 和13

年7月11日 「レノ トゲ ソ」検 査 ニ テ肺 臓 二 全 〃異 常所

見 ナ シ。

本 例 ハ急 性 肺 炎経 過 後 、約8ケ 月 ヲ経 テ再 ビ急 性 肺 炎

初 期 ヲ思 ハ シ ムル 主 訴 ヲ以 テ來 院 主 ル モ、外 來 治 療 二

目 リ、3日 後 ニ ノ・下 熱 、 右 肺 上 野 二説 明 シ タル 肺 浸 潤

ハ20日 後 二八 完全 二 吸 歌 主 う し・、'赤 沈 モ正 常 二恢 復

シ、爾 後 健 康 盟 ト シテ過 激 ナ ル業 務 二股 シテ1年2ヶ

月 ヲ経 過 シタ ル 毛 異 常 ナ シ。「ツ ベ ル 〃,,ソ 」反 感 ハ登

第 17 圖

病後22日 中等度陽性 ナ リ。 其蛮 病状態及経過 ヨリ見

ル時、不 定型的肺炎 ノ可能性大 ナ リ ト云 フペ 〃、殊二

8ヶ 月前二急 性肺炎 ヲ経過 シ、肺炎菌 二野 スル生盟感

受性 ノ墾 移 ヲ起 シ 不定型的 二経過 セル モ ノト解tラ

ノレo

但 シ、本例 ノ「レvト ゲソ」所 見 ハ右 鎖骨下 二長固形 ノ

濃厚 ヲ認 メ シムル黙 ハ所謂鎖骨 下早期浸潤 二 該當 シ、

肺炎部 並 二 上野 ノ瀟蔓性均 一ナル陰影ノ・氣管其他 ノ

偏位 ヲ認 メザvド モ、輕 度 ノ肺「アテ レ〃タ一碧」ヲ合

併 セル モ ノナ〃 ヤモ知 レズ。臨休的所見 モ之r一 致ス

ル黙 ア、り。

第8例 、一19鼓 小學校教:員第18・19

及21.圖)

生來健康、著患 ヲ知 ラズ。結核性家族的員 因ナ シ。同

僚 中 二結核性疾患 アル者 無 シ・ト。

昭和12年10月11日 、頭痛、 感冒感、 咽頭痛 ヲ主訴

rシ テ来院。燈温38度4分 。 咽頭婁赤 ヲ認 ム。 胸部

所 見二異常 ヲ誤謬 ズ。 白血球数12700。 口峡炎 トシテ

加療7。13日 再 ビ来院 、髄温37度4翁 。 咽頭 二若干

ノ 登赤 ヲ認 ム。 胸部 ノ 打診聴診所 見 二異常 ナ シ。18

日饅 温37度 ぐ右肺尖部 二打診音短縮、 呼 吸音減弱、

少数 ノ捻髪音 ア リ。赤沈102粍 、「ツベル 〃 リン」反感

i.6×1・8(婁病7日 後)、同 日第1同 「vvト ゲv」検査:
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ヲ施行 セル ニ(第18圖)一 様 二均 一 ナ ル 陰影 ヲ 右 肺 上

野 二詮 明ス。 當 時少 量 ノ喀疾 アル モ 、結 核 菌 ノ・常 二陰

性 ナ1)キ 。引 績 キ休業 セ ・yメ、外 來 治 療 ヲ 行^ル ニ11

月21日 即 チ40日 後 第2同 「レソ トグ ソ」楡 査 時 二 ・・

(第19圓)右 肺 尖 肋 膜 肥 厚 ヲ竣 シテ 肺 陰 影 ハ 完 全 昌清

ノこ皐 ε

第

F勢
.

0多 圖

鯉;'
畷

・ 噸

`慮

、

ご

罰

灘

ジ
磯

写
.

釜

詫

託

」、ド

P

脅

0

〆
'

'

'

畠
込

、

㌧

レ

'

.

声

」

r
、

・

"
戸

失 セ リ。赤 沈 ハ10月23日81粍 、1i月21日 即 チ40日

後 ニ ノ・30粍 ナ リ。患 者 ノ・安 静 療 養 ヲ勧 告 セル ニモ 拘 ハ

ラ ズ、自覧 的 症 駄 ナ キ故 ヲ以 テ從 業 ヌ。 然 ル ニ 昭和13

年2月12日 、 悪 塞 、 高 熱 ヲ以 テ右 肺 上 葉 ノ格 魯 布 性

肺 炎 二 罹 患 、他 ノ署 師 ニ ヨ リ診 療 セ ラ レタ ル ヲ以 テ、

其 経 過 蚊 二 治癒 状 態 ノ・不 明 ナル モ、3月 中 旬 ヨ リ健 康

髄 トシテ業 務 二服 シ タ リ。

同 年9月22日 往診 。21日 悪 寒 ト共 二 曇 熱38乃 至39

度8分 。22日 初 診 時 盟 温39度 、顔 面 潮 紅 、蛋 汗 強 シ,

白色 舌 苔 。 胸部 所 見 ト シテ へ 右 上部 打 診 音 短 縮 、 捻

髪 音 ヲ瞭 取 ス 。25同 ヨ1,下 熱 ス。27日 來 院 。 右 胸 上

部 二 笛 聲 アIJ,第3同 「vソ トゲ ソ」楡 査 ニ テ(第20

圖)右 肺 上 野 二塘 殖 性 滲 出性 肺 寝 潤 ヲ認 メ、 第2肋 間

二相 當 シ側 方 二胡 桃 大 空 洞 様 陰影 ア リ。 赤 沈 ハ27同

40粍 。10月4日35粍 、15日30粍 。 其 後 不 明。 「ツ

ベ ノレ〃 リソ」反 晦9月26日2.5×1,4糎 。10月4日 、

15日 昌 「レyト ゲ ソ」検 査 ヲ施 行 セル モ、 第20圖 ト殆

ド同 様 一 喀疾 検 査施 行 セ ズ。

本 例 ハ高 熱、 咽 頭 痛 ヲ以 テ 登 病 シ、右 肺 尖 部 二捻 髪 音

'ア リシ ヲ以 テ 「レ・ソ トゲ ン」検 査 ヲ 行 ヒ 右 肺 上 野 二 肺

陰 影 ヲ謹 明 、 外 來 治 療 ヲ行 ヒ、40日 後 ニ ノ・完 全 二 吸

牧 セ ラ レタ リ。 赤沈 ハ遅 延 ヲ來 シタ ル モ 、観 察 期 間 中

三 ハ正 常 二恢 復 セ ザ リキ。
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第 21 　隅 第 22 岡

該 肺浸潤 ノ本態 二關 シテへ 獲病時諸症状急激 ニ シテ

白血球増加12700ヲ 算 シタル ヲ以 テ、不定型的肺炎 ト

思惟 シ、殊二4ケ 月後、 同肺部 二定型 的肺炎 ヲ惹起 シ

hル ト併 セ考へ、 前記 ノ推 定 ヲ妥當 ト考^タ リ。然ル

ニ約1ケ 年後喜 ピ高熱 ヲ以 テ豪病、「vン トゲン」検 査

ノ結果、 同肺部 二肺浸 潤 ヲ慶見。其 「v」線 像 ヨ リ見 ル

時 、疑 ヒモナ ク空洞 性肺結 核 ナ1,。コv=ヨ リテ見v

バ前回 ノ肺浸潤 モ 後者 ト同様結 核性 ノモ ノナ リシ可
、

能 性大 ナ リ。「ツペル グ リソ」反慮ハ前者 二八駿病1週

後、 後者 二八5日 後検査時 共二中等度陽性ナ リキ。

第9例 一29歳 座 延工 ノ妻(第21及22

圏)

昭 和12年10月26日 、 咳 漱 、 右 胸 痛 ヲ訴^テ 來 院 。

饅 温36度8分 。豪 勢 ノ記 憶 ナ シ。 右 背 下部 ニ テ打 診

音 短 縮 、 笛聲 並 二捻 髪 音 ヲ多 数 二聴 取 メ 。郎 圓第1同

「vvト ゲ ソ」検 査 ヲ施 行 セ ル ニ(第21岡)右 肺 下 野 内

側 二一 襟 ナ ル濃 厚 陰 影 ヲ蛋 見 ス 。 外 來 治 療 ヲ行 ヒ、11

月15日 、 即 チ19日 後 第2同 「vvト ゲ ン/」検 査 時 二

八(第22岡)索 状 陰 影 ヲ残 シ 郎 チ略i完 全 二消 失 ス。

赤 沈 ノ・10月26圓26粍 、911月10日14粍 。 「ツベル

ク リン」反 応 ハ登 初 當 日 即 チ10月26日0.8×0.8糎 、

11月10日 即 チ15日 後0.3×0.3糎 。29日 即 チ29日

後 全 〃ナ シ。 爾 来 患 者 ハ家 事 二從 ヒ居sル ニ、12月

23日 感 冒感、音聾 噺嗅、 咳漱、登熟 ヲ以 テ來院、左胸

下部 二雷撃 ヲ聴 取、「レン トゲ ン」検査 ニテ肺部二全〃

異常 ヲ認 メズ。

昭和13年1児5日 、右肺 上葉 ノ格魯布肺炎二罹患 シ

テ入院 、定型釣縄過 ヲ示 シテ 治癒 退院 シテ後10ケ 月

ヲ纒過 セルモ異常ナ シ。

木切 ハ登熟ナ ク、 乾性爆音 ヲ聴取 セル右 腕下野 二肺

浸潤 ヲ蛋 見 シ、外来治療 ノ ミニ依 り赤沈遅延 騎該肺浸

潤 ガ19日 後 二八略 く完全 二 吸収 セラ レシモ ノニシテ

其 後約50日 ヲ纒 テ右肺上葉 ノ格 魯布性肺炎 二・罹患セ

リ。 「ツベル ク リン」反磨 ハ蛋病 當 日ハ疑 陽性 ナ リシ

モ、15日 後並 二29日 後 二八共二陰性 ニ シテ、余響 ノ

観察期 間中島ノ・陽性榑 化 ヲ示 サ"リ キ。

之恐 ラ〃、元來、「ツペル 〃 リン」反慮陽性ノ リシモ、

上 記肺浸潤 ノ 出現 二 際 シ一時的 二 陰性牝 シタルモ ～

ナル可 シ。

本例 ハ白血球検査、喀褒検 査 ヲ施 行 セザ リシ爲メ、其
　

本態 ハ不明ナ リ。肺陰影 ノ性状 ハ肺結核 ノ:再燃 ニヨル

浸潤 ヲ思 ハシム レ共、無熱性 ノ所謂不 定型的肺炎ナル

ヤモ知 レズ。

第10例 一22歳 煉瓦工(第23,24,25及

26圖)

母 ノ・開放 性肺結核 ニテ當時 患者 ト同居中。他 ノ家族二
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第10例
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就 テノ・不 明、昭和10年 春、左側乾性肋膜炎 ヲ縄過 ス。

昭和12年6月24日 、全身倦 怠感、登熱、左側胸痛 ヲ

以テ來院。盟温38度9分 、赤沈40粍.左 胸下部 二摩

擦音 ヲ隠 キ、乾性肋膜 炎 ト診断 セ〃 モ、其後患者 ハ來

院セザ リシヲ以テ経 過不 明ナ リ。 引績 キ從業 中、同年

10月29日 右胸 痛、悪寒 、登熱 感及 咳歎 ア リ。30日 來

院。胆温39度4分 。右胸上部 二呼吸音 弱、蝿音 無 シ。

同 日、 第1同 「〃 トゲン」楡査 ニ テ(第23圖)右 肺 鎮

骨下二驚卵大一様ナル濃厚陰影 ヲ套 見、右 第4肋 間二

葉間肋膜肥 厚 ヲ認 ム。31日 入院。31日 盟温37度4

分、11月1日 以降全 〃 無熱 二経 過 セ リ。 血液所見、

10月31日 、血 色素90%、 赤血球 数492萬 、白血球 数

20800、 中性桿状核 白血球5%、 同分葉核79% 、r工

才ジソ」嗜好性白血球0、 淋 巴球18% 、 其他0、 赤沈

¥'、"

第 23 圖

10月31日66粍 、11刀6日18粍 、18日 即 手21日 後 ニ

ノ・12粍 。「ツベ ル 〃 リン」反 慮i1月20E即 チ23日 後

2.3×3.2糎 、 喀 壌 中 ニ ノ、数 同 ノ検 査 ニ テ常 二 結 核 菌

陰 性 、「グ ラ ム」陽 性 隻 球 菌 散 在 ス。11月6日 帥 チ19日

後 第2回 「レ・ソ トゲy」 楡 査 ニ テ ノ・精 く輕 快 セ ル モ 〆第
り

23岡 ト殆 ド同 様.11月17日 帥 チ20日 後 第3同 「vソ

トゲ ソ」検 査 ニ テ(第24圖)上 記肺 陰 影 ハ 著 シ〃 吸 牧 セ

ラ レ索 状 陰影 界 賄 セ ル ノ㍉ 患者 ハ経 濟 的事 情 ニ ヨ

リ、11月10日 二退 院 シ、 外 來 治 療 ヲ施 行 シ21日 赤

沈 検 査 ニ テ略{正 常 二恢 復 シテ直 ヂ ニ從 業 セ リ。

然 ル ニ、 昭 和13年2月3日 、 頭 痛 、 右 前 胸 部 ヨ リ右

背 二輕 度 ノ疹 痛 ヲ訴^テ 來 院。 燈 温 不 明 、右 背下 部 二

打 診 音 短 縮 、 呼 吸 音 減 弱。 白血 球 薮12200、 赤 沈22

粍 。 「ツ ペ ル 〃 リ ソ」反 態0。7×LO楓 第4同 「vン ト ・

ゲ ソ」楡 査 ニ テ(第25圖)右 肺 下 野 内側 二 濃 厚 陰 影 ヲ

詮 明 ス。叉 第1同 楡 査 ニ テ登 見 シタル 右 肺 上 野 ノ陰 影

ハ 完全 二消 失 シ、第3同 槍 査 時 二認 メ.タル索 状 陰 影 モ

全 ク吸 攻 セ ラ レタル ヲ認 ム。 外 來 治 療 ヲ行 ヒ 同 月13

日即 チ10日 後 第5同 「vン トゲ ソ」楡 査 時 ニ ハ(第26圖)

右 肺 下 野 内側 ノ陰 影 ハ 完全 二 吸攻 セ ラ レ タ リ。而 シテ

左 肺 下 野 心 臓 陰 影 二 接 属 セ ル部 二 小 軟 影 ノ 出現 ヲ認

ム。 其 後 勢 働 中 ノ トコ ロ、 同 年4月21日 左 胸 痛 ヲ訴

ヘ テ 來 院 。 盟 温36度2分 、 赤 沈 速 度10粍 。左 胸 下部

第 24 圖
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第 25 圖

二捻 髪 音 ヲ聴 取 シタ ル ヲ以 テ、第6同 「レ ン トゲ ン」検

査 ヲ施 行 シタル モ 、全 グ異 常 ヲ認 メ ズ。 又 右 肺 部 ニ モ

葉 間 肋 膜 肥 厚 ヲ認 ムル 外 、前2同 二肺 陰 影 ヲ謹 明 シタ

ル 肺部 二全 〃痕 跡 ヲ認 メ ズ。爾 後 引 績 キ従 業 中 ナ リ。

本 例 ノ・甚 ダ興 味 アル 症 例 二・シテ 、既 往 二於 テ2同 乾 性

肋 膜 炎 ヲ経 過 シタ ル 後 、高 熱 ト共 二右 腕 鎖 骨 下 二鷲 卵

大 ノ肺浸 潤 ヲ起 シ、 入 院 治療 ニ ヨ リ20日 後 二 ・・不 完

全 ナ ガ ラ著 シグ吸 牧 セ ラ レ、赤 沈 モ遅 延 ヲ來 シタ リ。

高 熱 時 白血 球 鍛 ハ20800ノ 著 明 ノ増 加 ヲ示 セ リ。其 後

従 業 中 ノ トコ ロ、約3ケ 月後 二方 肺 下 野 内側 ノ肺 浸 潤

ヲ起 シ、 外 来 治 療 昌 ヨ リ10日 後 ニ ノ・完 全 二吸 敗 走 ラ

レ タ リ。 白血 球 鋤 骨加 ハ12200ヲ 示 ス。 「ツベ ル グ リ

ソ」反 慮 ・・第1同 罹 患時 二 八登 病 後23日 二強 陽 性 、第

2同 罹 患 時 二 八 獲病 當 日弱 陽 性 ナ リ。

該 肺 浸 潤 ノ本 態 ヲ案 ズル ニ 、濃 厚 ナル 家 族 蘭 貢 因 蚊 二

既 往 歴 ヨ リ見 ル 時 、＼直 チ ニ 結 核 性 疾 患 ヲ考 フ 可 キ モ、

上 記 ノ如 ク、著 明 ナ ル 白血 球 増 加 アル ヨ リ考 フLバ 、

寧 ロ非 特 殊 性 肺 炎 トナ ス ヲ委 嘗 ト言 フ可 ク、其熱 型 ヨ

リ見v・ 《定 型 的 肺 炎 二 非 ザル ハ論 ヲ候 タ ズ。Kellner

ノ所 謂 不 定 型 的 肺 炎 トナ ス 可 キ カ。 而 シ テ、一 過 性 肺

浸 潤 ノ反 復 性 ヲ強 調 シタル ノ・L6田erニ シテ 、本例 ハ

約6ケ 月間=3同 一過 性 肺浸 潤 二 罹 患 シ、 彼 」所 謂

nUchtigeSuccedan-lnfiltrate二 該 當 ス ル 毛 ノナ リ。最

第 26 圖

モ 事例 ニ ノ・「エ オ ジ ン」嗜 好 白血 球 ノ増 加 ヲ認 メ ズ。高・

熱 時 著 明 ノ 白血 球墳 加r共 詳 中 性 嗜 好 白 血球 増 加 ヲ

認 メ、 「エ オ ジン」嗜 好 白血 球 ハ消 失 ヲ示 シタ:りげ

第11例_20歳 煉 瓦 工(第27及28圖)

昭 和12年12月19日 、 頭 痛 、 駿 熱 感 ヲ以 テ來 院。 髄

温40度5分 。 咽 頭 螢 赤 著 明。 胸 部 其他 二異常 ヲ認 メ

ズ。 「アyギ ー ナ」ト診 断 ス。20日 盟 温37度 。 胃部 俸

滞 感 、 腹 鳴 、 便 秘 ヲ訴 フ。 胸 部 二異 常 ナ シ。21日 第

1同 「レン トゲ ン」検 査 ニテ(第27圖)右 腕 下 野 内側 二

限 局 セル 濃 厚陰 影 ヲ認 メ、 索状 陰 影 ヲ混 ズ。外 來 治療

ヲ行 ヒ、13年1月17日 即 チ29日 後 第2同 「レン トゲ

ン」検 査 時 二 八(第28圖)該 陰 影 ハ吸 収 セ ラv、 肺 門部

ヨ リ下 方 二走 行 セル 索 状 陰 影 ヲ残 存 噸ル ノ ミ。赤沈 ハ

20日60粍 、29日37粍 、1月10日23粍 、17日 即 チ29'

日後 二9粍 。「ツ ベル 〃 リン」反 感 ハ1月10日 即チ22

日後1.4×2.2糎.

不 例 初 メ 「ア ン ギー ナ⊥ト診 断 モ ラv、 翌 日胃腸 症 状 ア

.り。 試 ミニ赤 沈 検 査 ヲ施 行 セル ニ、カナ リ著 明 ノ促進
亀

ヲ示 シタル ヲ以 テ 、「レン トゲ ン」検 査 ヲ行^ル ニ、右

腕 下 野 内側 二濃 厚 陰 影 ヲ蟹 見 シタ ル モ ノニ シテ、外 来

治 療 ニ ヨ リ29日 後 二 八 吸 故 主 ラv、 赤 沈 モ 正常 二・復

飾 シタ リ。 爾 来 從 業 中 ナ リ。 本 例 ハ「グ リッベ」性肺 炎

トナ ス 可 キ カ。但 シ本 棚 ノ「vi1ゲ ソ」像 ハ限 局 性 横
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第 27 圓

第 28 圖

隔膜性肋膜炎 ヲモ 思 ハ シムル ヲ以テ 全 〃コ レラ除外

スル ゴトハ困難ナ リ。

第12例 一20歳 埜繕工 ノ妻(第29及

30圖)犠`

昭和12年 ユ2月21日 、左 胸痛、感 冒感、 咳漱、盗汗 ヲ

訴 ヘ テ来 院 。 髄 温36度6分 。 胸 部 二 八濁 音 ナ 〃、 左

前 下部 二 呼 吸音 減 弱 、 水 庖 音 ヲ聴 〃。22日 、 第1同

「vvト ゲ ン'」検 査(第29岡)層 雲テ 、 左 肺 門 陰 影 ノ・著 ン

〃擶 大 濃 厚 ヲ示 シ、其 側方 二境 界 比 較 的 鮮 明 ニ シ テ不

規 則 ナ ル鵬 卵 大 陰 影 ヲ蛮 見 、 多 少 ノ濃淡 ア リ。衙 右 第

3肋 間 二毛 髪 像 ヲ認 ム0外 来 治 療 ヲ行 ヒ、13年1月

10日 、即 チ20日 後 、第2同 「vン トゲ ン」検 査 時 ニ ノ・
　 ロ

(第30岡)肺 門陰 影 ハ縮 小 、肺絞 理 ノ増 加 ヲ残 存 ス ル モ

著 シク吸 収 セ〃 ヲ認 ム。赤沈 ハ22日18粍 、1月10日

即 チ20日 後 二 八7粍 。 「ッベル 〃 り、ン」反P・ ・12月

22日 、1月10日 凡 テ無 反 慮 ナ ザ。

昭 和13年8月6日 、 再 ビ來 院 。 背 部 ノ歴 迫 感 、 盗 汗

ヲ訴 フ。 饅 温37度2分 。 胸 部 二異 常 ナ シL即 日「レ'γ

トゲ ン」検 査 ヲ施 行 メ ル ニ、 全 ク異 常 ヲ認 メ ズ。 左肺

門陰 影 若干 披 大 セwノ き、 赤沈 ハ8月6日IF粍 、19

日15粍i9月28日9粍 。 「ツ ベ〃 〃 り)/」反 磨 全 〃 反

庶 ナ シ。

17月28日 、左 胸 痛 ヲ以 テ 來 院 。 罷 温36度8分 、 赤

沈9粍,「 ツベ ル ク リン」反 膳 全 〃反 磨 ナ シ。12月7

日 「レン トゲン」検 査 ニ テ 南 側 肺 門陰 影 擾 大 ヲ 認 ムル

外 異 常 ナ シ。 周 全 経 過 中結 節 性 紅 斑 ヲ認 メ ズ。

本 初 ・・左 胸 痛 、 感 冒感 ヲ主 訴 ト シテ來 院 、左 胸部 二水

庖 音 ヲ聴 取 シ、「レ ン トゲ 乳 検 査 ニ テ左 肺 門部 二肺浸

第 29 圖

●

、



鐡 寺 岡・渡邊=一 過性肺 癌潤 二就 テ

L

【第19巻

第 30 岡

潤 ヲ壁 見 シ タ ル モ ノニ シ テ、20日 後 二 八 略 く完 全 二

吸 収 セ ラ レタ リ。本 例 ノ「レ ン トゲ ン」所 見 ハ所 謂 蔓 極

性 像 ヲ示 シ、 初 期寝 潤 二該 當 ス 。 元 来 、結 核 初 感 染 ヨ

リ「ツベ ル ク リン・ア レル ギ ー」ノ出現 ス ル迄 ノ 期 間 即

チbiologischeIncubationszeiD・ 普 題3乃 至7週 間 ナ

vド モ 、数 ケ 月乃 至 数 年 ヲ要 スル 場 合 ア リrノ 見 解 モ

存 ス。 然 ソ共 、 本 棚 ノ如 〃 螢 病 後11ケ 月間 「ッ」反 感

終 始 陰 性 ナ ル ハ普 通 見 ザ ル所 ニ シテ、 比 熱 ヨ リ、本 例

・・無 熱 二経 過 セル 不 定 的 肺 炎 ノ可 能 性 大 ナ リ。

第13例 一38歳 艇]:1第3・ 及32圖)

昭 和13年1月26日 初診 。1月19日 以 來 感 冒感 、 咳

嚇 、 右 胸 痛 、 右 背部 ノ重 歴 感 ア リ。 初診 時髄 温37度

1分 。 胸 部 二異 常 ヲ認 メ ズ。同 日第1回 「v/ト ゲ ン」

検 査 所 見 ハ ぐ第31圖.南 側 肺 門 陰 影 橿 大 、肺 紋 理 増 加 、

右 肺 下 野 内側 ニ テ 心 臓 二 接 囲 セル 脚 部 二 濃 厚 陰 影 ヲ

認 メ、索 状 陰 影 ヲ混 ズC右 横 隔 膜 弩不 正、 右 第3肋 間

二葉 間 肋 膜 肥 厚 ア リ。3]日 、 右 背 下 部 打 診 音 短 縮 、

捻 髪 音 散在 ス 。2月10日 、帥 チ15日 後 第2同 「vンh

ゲ ン」検 査 時 二 八(第32圖)前 記陰 影 ハ消 失 シ、.ヒ下 二

走 行 ス ル倣 條 ノ索 状 陰 影 ヲ残 ス。叉 数 個 ノ小 石 炭 竃 ヲ

認 ム。 肺 門 陰 影 ハ縮 小 セ リ。 赤 沈 ・・1月26日33粍 、

2月9日 帥 チ1↓ 日後8粍,「 ツ ベ ル 〃 リン」反 磨 ・・2月

9日 自Pチ初 診 後14日 二1.F×2・0糎 。其 後 從 稟 申 ナ リ。

第 31 圖

第 32 圖

本 例 ハ 感 冒 感 ヲ 訴 ヘ テ1週 間 後 「レ ン トゲ ン」検 査 ヲ

行 ヒ、 肺 陰 影 ヲ螢 見、 外 來 治 療 二佐 り、15日 後 ニノ・

該 肺 陰 影 ・治 失 ヲ認 メ剃.赤 沈 モ 同 時 二王 常 二復節

セ リ。同 師部 二数 個 ノ小 吉 竈 ヲ認 メ肺陰 影 ノ性 状 ハ結

核 性 ノモ ノタ ル コ トヲ思 ハ シ ムvド モ 、該 肺陰 影 が必
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第 33 圖

ズ結 核性 浸 潤 ナ リ シモ ノ トハ速 断 シ難 シ。 「ツペ ル グ

リン」反慮 ノ・髪 病 後 約'3週 間 二強 陽 性 ヲ示 セ リO

X14例 一19歳 看 護 婦(第33及34圖)

昭和13年-3月12日 初診 。 同11日 夜 、 悪 寒r共 二i熱

登39度7分 。12日 朝38度 。 午 後36度7分 、以 後 無

熱。胸 宿、咳 漱 等 ナ 〃、胸部 二・異 常 ヲ認 メ ズ。咽 頭 腰 赤

ヲ認 メ「ア ン ギ ー ナ」ト診 断 セ リ。14日 ヨ リ 病 院 勤 務

中 ノ トコ ロ、18日 全身 倦 怠感 ヲ訴 フ。 胸部 二異 常 ナ 、

シ。 同 日第1回 「Vン ドゲ ノJ検 査 済 テ(第33圖)右 肺

下野.ニ一様 ナ ル 濃 厚陰 影 ヲ蟹 見 ス。同 側 肺 門 陰 影 二披

大 ヲ認 メ ズ。外 来 治 療 ヲ行 ヒ、4月1日 帥 チ14日 後 第

2同 「1〆ソ トゲ ソ」検 査 時 ニ ハ(第34圖)該 肺 陰 影 ・・完

全二 消 失 セ1},赤 沈 ・・3月 「18日23粍 、4月1日2
ノ

蛯。白血球 数21日160001「 ツベル ク1〕ン」反 晦 ・・髪 病

前饅 格 検 査時 陰 性 。3月18日0.3×0.3.4月11日 及

30日 反 磨全 クナ シ。5月29日1.2×1。3糎 、即 チ 登病

後約50日'陰 性 、80日 後 二始 メ テ中 等 度 陽 性 ナ リ。

本初 ハ初 メ悪 寒 、 高 熱 ヲ以 テ登 病 シ、「ア ンギ ーナ 」ト

シテ治療 サ レタル モ、 全 身 倦 怠感 ア ル ヲ以 テ、 「レン

トゲ ン」検 査 ヲ行 ヒ肺 陰 影 ヲ登 見 シタ ル モ ノニ シ テ、

外 來治療 ニ ヨ リ14日 後 ニ ノ・完 全 二吸 攻 セ ラ レ〆、 赤 沈

モ遅 延 シタ リ。「ッ ベ ル 〃 リ ン」反 磨 ハ登 病 前 及曇 病 後

約50日 迄 藪 同 ノ検 査 ニ テ常 二陰 性 、80日 後 検 査 時 二

第 34 圖

初 メテ中等度陽性 ヲ示 シタ リ。 、

共蛮病状態蛇 二 著 明 ノ 白血球堆加 ヨ リ非特殊性肺炎

ト断 定スル ヲ得 可 〃、 曇病後80日 目二:「ツJ反磨陽轄[

シタル ハ 治癒後看護婦`トシテ 勤務 中 ノ感染 二 俵 ル ト

解 ス可 キ カ。

同人 ハ目下健康燈 ヲ以 テ、看護婦 トシテ 勤務 中ナ リ.

第15例 一32歳
.鋳 物工(第35及36圖)

生來健康、6歳 頃急性肺炎 二罹患、其他著 患ナ シ。両

親 共二健 在、 兄弟8人 、 配 偶者、3人 ノ子供凡 テ 健

在。結 核性家族 的貴 国 ヲ認 メズ。

昭和13年8月4日 初診。7月 末頃 ヨ リ感 冒感、頭痛、

眩量・ 咳漱 ア リ。 初診 時髄温38度 、 脈搏115 、右背

第4乃 至第8胸 椎棘状 突起間 二軽度 ノ濁音 ヲ認 ム。呼

吸音 弱・蝿音 ナ シ。 赤沈65粍 、 白血球鍛13100 、 同

日第1同 「vソ トゲ ン」検査 ヲ行 ヘル ニ(第35圖)右 肺

下野全般 二農汎 ナル陰 影 ヲ登 見、蜂窮状 陰影 ヲ示ヌ。

右第3肋 間二葉 間肋膜 肥厚 ヲ認 ム。其 後暫 ク外来治療,

ヲ行 ヘル=5E二 ・・下熱 シテ禮温36度8分 、10日 二

八37度 、咳漱 弧ク、右背 下部 二笛聲並 二 中等大水 庖

音 ヲ聴 ク。8月13日 入 院。 胸部所見 トシテ,・ 前記

「ラッセル」ヲ8月31日 マデ聴 取.ス。

血液所見8月16日 、血 色素93一・、赤血球442萬 、

白血球16qoO、 中性桿 状核 白血球10%、 同分葉 核65
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第 15 例

第 35 圖 第 36 罰一

%、 淋 巴 球19%、 「工 才 ジ ソ」嗜 好 白血 球3%、 盤基

嗜 好 白血 球 ナ シ、 大 軍 核 白血 球 雄 二 移行 型396。

赤 沈 ハ『8月13日62粍 、23日35粍 、30日29粍 、9

月14日23粍 、21日20粍 、28日8粍 。

「ツ ベ ル 〃 リ ン・」反 晦8月4日 反 応 ナ シ。9月28日 帥

チ獲 病 後 約2ケ 月1.0×1.2糎 。

禮 重45配 ヨ リ47.5妊 二培 加 ス。数 同 ノ検 査 ニ テ喀 淡

中 二 結 核 断 輪9胆4日 自Pチ4]日 後 第2同 「"ト

ゲi」 検 査 ニ テ(第36圖)前 記陰 影 ・・完 全 二 清 失 シ、僅

カニ右 肺 門 陰 影 ノ櫨 大 ヲ残 ス ノ ミ。9月2日 退 院 、10

月1日 ヨ リ鋳 物 工 場 二労 働 中 ナ リ。

本 例 ハ元 來 健 康 鰹 ト シテ 労 働 中 感 冒感 ヲ 主 訴 トシテ

來 院 、右 背部 二 「ラワセ ル」ヲ聴 取 セル ラ以 テ「レ・ン トゲ

ン」検 査 ヲ行 ヒ、 右 腕 下 野 二蜂 葉 状 陰 影 ヲ螢 見 セル モ

ノニ シテ、 入 院 治 療 ニ ヨ リ 赤沈 ハ遅 延 ン来 り(約2ケ

t後 正 常 値 二恢 復)、41日 後 ノ「レ ン トゲ ン」検 査 ニ チ

ハ該 陰 影 ハ完 全 二吸 収 セ ラ レタ リ。雫例 ノ肺 陰 影 ハ蜂

葉 状 ヲ呈 セル鮎 、 他側 卜 其 趣 ヲ異 ニ シ、 カ ・ル例 ハ

Kellnerノ 記 載 ニ モ見 ル所 ナ リ。 本例 二於 テ ノ・、 白血

球 増 加16600二 及 ビ、核 左 方推 移 ヲ示 ジタル 黙 ヨ リ、
ミ

非 結 核 性 浸 潤 ニ シ テ、 所 謂 不 定型 的 肺 炎 二 該 當 ス可

シ。而 シ テ熱 型 蚊 二一胸 部 所 見 ヨ リ見 テ 定型 的 肺 炎 二非

ザ ル ハ論 ヲ侯 タ ズ。「ツベル 〃 リ ソ」反 臆ン・登 病 時陰 性

ニ シテ一 時 的 「ア ネ ル ギー」ヲ認 ム.白 血球 増 加 期 二於

ク ル 唯1回 ノ検 査 ニ デr「 エ オ ジ『ン」嗜 好 白血 球堺 多

ヲ認 メ ズ。 獅

第16例_』22歳 腿 廷 丁 く第37,38及39

圖)

両 親 、 兄 弟8人 共二健 在、 結 核 性 家 族 地 貫 因 ナ シ。昭

和 五1年 左 側 急 性 肺 炎 二罹 患。
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昭 和13年9月9日 初診e6日 頃 感 冒 感、 頭 痛 ア ル モ

無理 二勢働 中ナ リ シが、 頭 痛 強 グ疲 勢 感 、咳 漱 ア ル ヲ

以 テ來 院 ス.髄 温36度8分 、、 胸 部 二異 常 ヲ認 メ ズ。

感 冒 トジテ加 療 ノ トコ ロ、13H登 熱38度6分 。 右 胸

下部 第4肋 間 以 下 打診 音 短 縮.「 ラッセ ノぬ 無 シ,,赤 沈

60粍 。 同 日第1同 「vソ トゲ ソ」検 査 ニ テ(第37圖)右

肺 門 ヨ リ 心 側 二滑 ヒ テ 下 野 ニー 様 ニ シテ 境 界 不 鮮 明
ノ

ナル陰 影 ヲ饗 見 ス.14日 以 後 、 燈 温37度 以 下 、15日

白血球 数15300、19日 右 背 下部 二繍 軋 音 、中 等 大 水 庖

音 ヲ臆 ク。21日 入 院 。9月23日 即 チ10日 後 二 第2同

「vyト ゲ 殉 槍 査 ヲ 行 ヘ ル ニ(第38岡)前 同所 見 二 比

シ肺陰 影 ハ櫨大 シ、上 端 ハ葉 界 ヲ以 テ劃 セ リ.10月3

日即 チ21圓 後 第3同9vソ レゲ ソ」楡 査 時 ニ ハ(第39

圖)、前 記 肺陰 影 ハ完 全 二清 失 セ".

赤沈 ハ表 示 ス ル如 グ、9月19日 最 高109粍 ヲ 示y、

之a1)漸 次 遅 延 シ來 り、11月14日 …一ハ12粍 二恢 復

セ リ◎
ず

第2

薩

第 .1 表

19/1×22/1xi29/1X…5/X1・/X

1・9148}2・

}__._.」

5314,0
i

25/X[1/XI

28 20

14/XI

12

血 液 所 見9月22日 血 色 素85%、 赤 血 球471萬 、 白

血 球6600(15日15300)、 申性 桿 状 核 白血球5%、 同

分 葉 核50%、 淋 巴 球44・6、 「エ ナ ジ ソ」蛇 二璽 基 嗜 好

白血 球 ナ シ.大 輩 核 白血 球 蛇 二移 行 型1%、 其 後 薮 同

ノ楡 査 成 績 ハ第2表 二示 ス如 ク、特 記 ス ベ キ=ト ハ、

9ヱ オ ツ ソ」嗜 好 白血 球 ニ シテ
、9月22日 零 ナ リ シニ、

10月4日 ニ ハ7.0%、10月10日 ニ ハ8.0%、10月18

日ニ ハ3.5%ナ リ諺Pチ 登 病 初 期 ニ ハ清 失 ヲ示 ス モ、輕

過 ト共 二壇 加 シテ最 高 値8.0%二 達 シ再 ビ減 少 ノ傾 向

ヲ示 セ リ.淋 巴球 モ墳 撫 セ リ。

「ツベ ル 〃 リゾ」反 癒 ハ第3表 二 見 ル ニ 、約1ケ 月 間 ノ

観 察 期 間 中 毎 常 陰 性 ナ リ.

表 灘

日 白血球藪
中 性 嗜 好

・分 葉 核 ・桿 状 核
i

き

鰯 綴 霧聯 巴球鶴
15/1X-115300
22/1×6600 50 5 0

4/X 7400

10/X

5.530.5
一 嘱一

5.050.0

7.0

8『

1

18/X 44、5 5,5

LO

1.0

3.5 4.5

艇 一一{一 一 〇

56。0

36.0

0

42.0

0

0

第 3 表

日 13/IX 1 24/1X 28/lxl
{

3/X 12/X

一 一}

し1ツベル列 ソ鷹 」
0.3xO.4

　

0.2×0.3
iO

。3×0。4; 0.4×0.5 0。2xO、3
藝

喀疲 所 見 結 核 菌 ナ シ。 「ゲ ラ ム3陽 性 璽 球 菌 多徽 、糞

便 中蝸 轟卵 ナ シ、 盤 重 ハ53竜3り54.5死 二 墳 加 シ、

lO月26日 退 院 、11月15日9り 從業 中 ナ リ、、

本例 ハ 高熱 「ラッセル 」 ノタ メ ㌧ ソ}ゲ 為 橡 査 ヲ行

ヒ、 右 肺 下 野肺 陰 影 ヲ登 見 、 入 院 治療 二依 リ10日 後

ニハ肺陰影 ハ 寧 濤据大 セルモ、21日 後ニ ハ完全 二吸

牧 セラ レタ リ.赤沈 ノ正常値恢 復 ハ約2ケ 月後 ナ リ。

該肺浸潤 ノ本態 ヲ考察メル ニ高 熱時 白血 球墳 加15300

ヲ算 シ、観察期間 中ドツベル ク リソ」反癒 ハ常 二陰性 ニ

シテ喀疲 中結 核菌 陰牲ナル黙 饗 拶見 レバ、非特殊性 肺
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第 37 圖 第 38 圖

第 39 圖

炎 トナス ヲ委當 トス可 シ。

本初 二於 テ ハ8.0%ノ 「エオ ジン」嗜好 白血球増 加 ヲ謹

明ス。 而 シテ、 初同血液検査時 二・・寧 口 業消 失 ヲ認

メ、此時肺浸潤 ハ却 ツテ増悪 ヲ示 シ、其吸牧 ノ時期 二

於 テ 始 メ テ場 加 ヲ招 來 シタ ル ヨ リ見vバ 、肺浸 潤 ノ吸

牧 ト「エ オ ジ ン」白血 球 増 加 トノ.間 ニ ノ・何 等 カ ノ 關係

ア ル モ ノ ・如 シ。

第17例 一25歳 煉 瓦工 ノ妻(第40及41

圖)。'

既 往二・著 患ナ シ。 雨親兄弟7人 共 二健在。結核家族的

貧困ナ シ。 夫 ・・目下出征 中。

昭和13年9月15日 初診 。9月10日 悪寒、感冒感、熱

套38度9分 ノタメ臥抹。 翌 日下熱。12日 目リ離林、

針 仕事 ヲ終 日行^ル ニ右胸 下部 二胸痛 ヲ感 ズ015日

ニ ハ胸 痛劇烈ニ シテ辛 ジテ歩行 二尉 ユル程 ナ リ。初診

時、 髄格、 榮養共 二佳良、髄温37度3分 。 右前脚下

部 二 白壁 性疾病 強 シ。右第6肋 間 ニテ胸骨線 二近 キ部

位 二強度 ノ摩病難 ア リ。打診、聴診所見 二異状 ナ」。肋

間神経痛rシ テ投薬注射 ヲ行 フ。17日 胸 痛依然 タリ。

右 側胸 下部 二軽 度 ノ濁音 ヲ認 メ、試験 穿刺ゴテ約2蛭

・漿液性液 ヲ得.其 性質 略 種 検査 ヲ行rザ リ瀕 メ

不 明。疾痛 強 ク呼吸促迫 ア リ。9月19日 入院。 右胸

下部打診音 短縮 、捻髪音 ア リ。試験穿刺陰性。

9月22日 、第1同 「vソ トゲ ン」検査 所見(第40圖)ヲ

見)V=、 右肺下野 ニテ横隔膜弩 二接fi)L肺 部 二索状

蚊 二雪索状陰影 ヲ認 メ、右肺門陰影稚 く据大濃厚 ヲ示

ス。9月29日 即チ7日 後 第2回 「レン トグソ」検査所

見(第41圖)ニ テへ 殆 ド完全 二消 失 セ リ。
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第 4 表

日
1中 性 嗜 好國こ白血球 鍛

1分轍/骸 核 嘲 継

[

L・ 総 辮 墨i淋巴球
1

藍 基 性
白 血 球

17800 39.0 8.0 15.5 6・0[31・5 0
:61X

47.0 5.0 20.0 12.oi26.0 0

17'X 39.5 5」5 17.0}2.5:35.0 0.5

第 、 5 表

日

赤沈速度

2011X…
1

45…

2711xi
」

4/X
1

11!X
F

171X 22/X 301X 1!XI 14/XI

1

52 26

1

20
1

1181
1

13 16 30 331

第 6 表

匿_
14/IXl29/IX5!X101×217X

無 反 慮0.3xO.40。3×0.3無 反 感0,4×0.40。2×0.30.2十 〇.調
第

「
-
闇

夢

,

S

.
㌦

尉
烈ヤ

欝

,鍵

40 圖

磐"
梅・μ

鰍

,
盛
唐

鋸
.

麟"-か

,噸

入 院時 血液 所 見 血 色 素79%、 赤血 球418萬 、 白血

球7800、 中性 桿 胱 核 白血 球8.0%、 同分 葉 核39。0%、

淋 巴球31.5%、 「エ オ ジ ソ」嗜 好 白血 球15.5%、 藍基

嗜好 白血球0、 大 軍 核 白血 球 蚊 二移 行 型6・0%、 其 後

ノ血 液 検査 所 見 ハ 第4表 二示 ス如 〃、 特 記 ス 可 キ ・・

「工才 ジン」嗜 好 白血 球 ニ シ テ10月6日 槍 査 時 ニ ハ

20・0%ノ 著 明 ノ 培 加 ヲ示 シ、10月17日 検 査 時 ニ ノ・

唖

第 41 圖

17.0%ナ リ。

赤沈 ハ第5表 二示 ス 如 ク9月27日 最 高52粍 ヲ示 シ、

爾 後 遅 延 シテ10月22日13粍 二恢 復 シ タ'vモ 、11月

ヨ リ再 ビ33粍 二促 進 セ リ。

「ツ ベル 〃Dy」 反 慮 ハ第6表 二 見 ル 如 ク 約2ケ 月牛

ノ観 察 期 間 中毎 常 陰 性 ナ リ。

喀 疾所 見 粘 液 性 、 結 核 菌 ナ シ。「グ ラ ム」陽 性 聾 球 菌
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第 17 例

散 在。糞便 中姻轟 ナ シ。

10月12日 退院、以後外來 治療 ヲ行 フ。10月30日 來

院 時顔 面 二輕度 ノ浮腫 ヲ訴 フ。 尿所 見 二異状無 ク、脚

気症状モ ナ シ。11月1日 ヨ・r,前記 ノ如 ク再 ビ赤沈 ノ

促進 ヲ來 セ リ。

11月16日 ノ「vソ トゲン」所見ニ ノ・全 〃異常 ナ シ。爾

其 ノ経過 中結節 性紅斑 ヲ認 メズ。

本例 ハ悪寒高熱 ヲ以テ急 激 二豪病 シ、右胸痛 劇烈ナル

タメ歩行 二尉 エザル状 態 ヲ以 テ來院 シ、右胸 下部 屯輕

度 ノ濁音 ア リ、試験 穿刺 ニテ約2耗 ノ漿液性液 ヲ得 タ

ル ヲ以テ横隔 膜性肋膜炎 ト診断 シタルニ、其後滲 出液

瀦 潔無 ク、捻髪音 ヲ聴取 シタ ルヲ以 テ「Vン トゲン」検

査 ヲ行 ヒ右腕下野横隔膜弩 二近 〃、索状蛇三雲葉状小

陰影 ヲ後 見 シ同時 二同側肺門陰影 ノ振大、濃厚 ヲ認 メ

タルモ ノニ シテ、7日 後 二八完全 二消失 セ リ。 入院時

第 覗 圖

既 二 下熱 シ 白血 球 ハ 正常 値 ヲ示 セ ルモ、 其 分 布 二 八

「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 ノ著 明 ノ増 加 ヲ示 シ
、 最 高20.0

'

%二 蓮 セ リ。叉 「ツベ ル 〃 リソ」反 感 ハ約2ケ 月間 ノ観

察 中 常 二陰 性 ナ リ。

本例 ハ 初 感 染 二基 ク 初 期 浸 潤 蚊 ニ 一過 性 ノ肋 膜炎 ニ

シテ 「ツ ペ ル 〃 リン・アvル ギ ー」前駆 期 ニ ア ル カ、 叉

ハ不 完 全 「アVル ギ ー」ノモ ノ ト解 シ得 可 キモ 、登 病 後

3ヶ 月 二 「ツ」反 感 尚 陰 性 ナ ル ハ 例 外 二 罵 ス ル コ トニ

シ テ寧 ロ不 定 型 的 肺 炎 ヲ疑 フ可 キナ リ。

第18例 一42歳 製鋼工(第42及43圖)

両親蚊 二兄弟8人 健准。 子供4人 ノ中1人 ・・骨盤 「カ

リエス」ニテ6年 間遁院治療 ヲ受 ケテ全洗 生來著患

ナ シ。

昭和13年9月12日 初診。9月7日 夜勢箇 中悪寒、眩

牽、頭痛、咳歎及右胸痛 ノタ メ来院 シ、當 直書 ノ診察

第 43 圖
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ヲ受 〃。 盟 温39度2分 、 翌 日下 熱 セ ル モ喀 疾 二 血 線

ヲ混 ズ。9月10日 、 他 ノ葺 師 ニ ヨ リ第1同 「vvト ゲ

ソJ検 査(第42圖)ニ テ、右 腕 下 野 内側 ニ一 様 ナ ル肺 陰

影 ヲ豪 見、 肺 結 核 症 ト診 断 セ ラ レ、12同 内科 診 療 室

ヲ訪 ル。 初 診 時 所 見 トシ テ ハ、饅 温36度3分 。 臓 痩 、

貧 血 等 ナ シ。 右 胸 下部 二 打診 音稚 く短縮 、呼 吸 音 弱 、

「ラリセル 」ナ シ。 赤沈 速 度23粍 。 外 來 治療 ヲ行 ヒ、16

日帥 チ26日 後 第2同 「vvト ゲ ソ」検 査 ニ テ(第43圖)、

前記陰 影 ハ殆 ド吸 敗 走 ラ レ、10月3日 第3同 「vvト

ゲ/J検 査 ニ チ ハ全 グ正 常 ノ窮 民 像 ヲ示 ス。 赤沈 ハ9

月17日5粍 、10月3日5粍 。 「ツ」ペル グ リ ン」反 磨9

月12日(5日 後)0.3×0.2糎 、!0月3日(26日 後)L5

×1.5糎 。 喀 疾 中 二結 核 菌 ナ シ。 .

白血 球 分布10月5日 中性 桿 状 核 白血 球4.0%、 同分

葉核46.5%、 淋 巴 球47.5%、 「エ オ ジ「ソJ嗜 好 白血 球

0.5%、 盤 基嗜 好 白血球0、 大 軍核 白 血球 雄 島 移行 型

1・5/。

本初 ハ悪 寒 、 高 熱 、 胸 痛 ヲ以 テ饗 病 、 血 痕 ア リ。 「v

ン トゲ ソ」検 査 ニ テ右 肺 下 野 内 側 二肺 陰 影 ヲ獲 見、 外

来治療 ニ ヨ リ6日 後 ニ ハ 殆 ド吸 収 セ ラV.22日 後 検

査時 二八全 〃正 常 二恢 復 シ、同時 二赤 沈 モ遅 延 ヲ來 シ

タ リ,本 例 二於 テモ 、「ツベ ル ク1,ソ 」反 懸 ノー 時 的 陰

性化 ヲ獲 病初 期 二認 メタ リ。 恒例 ノ本 態 ハ確 言 シ得 ザ

第 44 岡

v共 、登病状態蛇 二喀疾 中二結核菌陰性 ヨリ見 ル時、

不 定型的肺炎 ト解 毛 ラル。

第19例 一16歳 見習看護婦(第44及45

圖)

両 親 蛇 革 兄 弟6人 共 二 健 在 。 小學 校1年 生 ノ時、 腸

「チ フ ス」二 罹 患 セル 外 著 患 ナ シ
。 昭 和13年4月12

日、見習 看 護 婦 採 用 検 査 時 「レ ン トゲ ン」透 視 ニ テ胸 部

二異 常 ナ ク、 「ソ ベル ク リ ン」反 応 全 〃無 反 応 ナ リ。4

月13日 以 降 病 院 勤 務。7月21日 骸 絡 検 査 時胸 部 二 異

状 ナ 〃、「ツ ペル 〃 リン」反 慮0,2×0.4糎 、赤 沈15粍 。

9月14日 初 診。 同 月12日 頃 ヨ リ脚 部 ノ倦 怠 感 、食 慾

不 振、 動 悸 ヲ訴 へ 、 他 ノ署 師 ニ ヨ リ 脚 気 ト診 断 セ ラ

v、 内科 ヲ訪 ル 。初 診 時盟 温36度1分 。 榮 養 可 良 。

左 胸上 部 二 坤 軸 音 多 数 、濁 音 ナ シ。 赤沈38粍 、.「ツ ベ

ル ク リ ン」反 応無 反慮 。 同 日第 エ同 「レyト ゲ ン」検 査

所 見(第44圖)左 肺 門 部3,1J中 野 二:亙 り1鷲卵 大 軟 影 ヲ

認 メ、其 中 二 不規 則 ナ ル 濃 厚部 ア リ。 其 他 異 常 ナ シ。

肺 浸 潤 トシテ15日 入 院 。

安 静 臥 妹 セ シメ、何 等特 殊 ナ ル治 療 ヲ行 ・・ザ リシ ニ、

入 院 中全 〃無 熱 二経 過 シ、9月30日 帥 チ16日 後 第2同

「vン トゲ ソ」検 査 時 三 八(第45圖)
、 該 陰 影 八軒 シ ク

吸 敗 亡 ラV、 左 肺 門 機 大 蚊 二 乗 状 陰 影 ヲ 残 存 セ ル ノ

ミ。10月12日 帥 チ29H後 第3同 「1/ン トゲ ソ」検 査 時

第 45 圖
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第 7 表

H 15/IX20/IX乞6/IX4/X 11/X 18/×25/X 1/XI 9/XI301XI

赤沈速度38 67 57 17 22 38 25 15 12 12

第 8 表

日
一 』}

22/IXl5/X
1

1・ノxl26堰:7/Xli81距

rツベ・剛 ソ反磁
…

無 反 鷹iO.2×0.3
i

鵯

10・1×0・3… ・.3× ・.3}・ ・3× ・・3i・ ・4+・ ・4

第 9 表

転 中 性 嗜 好

補 講 髪綿 淋巴贈 器日 白血球数

i分 葉 核 桿 状 核　 『

19/1X i1060σ 「47一3}1

{
一 一『 一 …『一一m…

12・47
　 一 一 一… 鶴岡

0

6/xi
一i

38.00.512.53.545.0 0.5

18/xil 29.01.524.00.5145.0 0

錦 ハ索 状 陰 影 モ殆 ド消 失 シタ リ.

赤沈 方策7表 二 示 ス如 ク9月20日 最 高67粍 ヨ リ漸

次 遅 延 シ タ レ共 其 間 多少 ノ 浩 長 ア 婆テ、11月9日 以

降 ハ12粍 二低 下 セ リ.

「ソ ベル 〃 リ ソ」反 慮 ハ第8表 二 示 メ 如 ク 獲 病 後 約2

ケ 月牛 観 察 期 間 ハ毎 常 陰 性 ナ リ0

血 液 所 見(9月17日)血 色 素92%、 赤 血 球456萬 、 白

血 球10600.中 性 桿 状 核 白 血球3%、 同 分 葉 核47%、

淋 巴 球47%、 ドエ オ ジ ソ3嗜 好 白血 球1%、 蠣 基嗜 好

白血 球0、 大 軍 核 白血 球 蛇 二移 行 型2%.其 後 爾2回

ノ検 査 二 八 第9表 二 示 セ ル 如 グ エ オ ジ ソ」嗜 好 細 胞

・・培 加 ヲ示 シ、1%ヨ リ10月6日 ニ ハ12.5%、18B

二 八24%エ 著増 ヲ示 シタ" 、

喀 疾 所 見 常 二結 核 菌 ナ シ.糞 便 中蜘 錨 卵 ヲ謹 明 セ ズ.

11月1日 退 院.髄 室43;駈 雪 リ46.5竃 二増 加 シii2

月1日 ヨ リ從 業 セ リa爾 其 ノ経 過 中結 節 性 紅 斑 ヲ認 メ

ザ リキ。 垂

水例 ハ倦 怠 感 、動 悸 ノ爲 他 ノ騰 師 ニ ヨ リ脚 氣 レ診 断 セ

ラ レタル モ、 胸 部 二 繍軋 音 ヲ聴 取 セ ル ラ以 テ 「レ ソ ト

ゲ 判 検 査 ヲ行 ヒr:左 肺 門 部3群 籍野 二 亙 り著 明 ナル

肺 陰 影 ヲ登 見 シタ ル モ ノ轟 シテ、入 院 加 療 二 欝 リ赤 沈

ハ遅 延 シ(略 く正 常 櫨 ヲ赤 毛 ル ハ約3ケ 月 後)「 レ ン ト

ゲ ン」像 モ16日 後 二 八著 シク 吸 故 宅 ラ レ29日 後 二 八

全 ク正 常 二恢 復 シ タ 嚇0

ザツベ ル"リ ソま反 磨 ハ 登 病 前蛇 轟 登病 後 約2ヶ 月 年

三 亙 り常 轟陰 性 ナ リキ鰺本 例 ノ「レ ン トゲ ン」所 見 ハ 左

、夢

肺上野 二璽極性像 ヲ示 シ テ、 明 カニ初期浸潤 二該當

シ、 其臨 駄的症 歌 モ之 トー一致メ可 シ.然V共 、登病後

2ケ 月牛 ヲ輕過 シテザソ」反 旛爾 陰性 ナル コ トハ 結核

初感染 二八普通 見ザル所..離隔シテ、喀 疾中結核菌陰性ナ

ル鮎 ト併 走考へ所謂不 定型的肺 炎 ノ可能性大 ナ リ。

水捌 ノ血液 像 ハ初 回検査 時二八 淋巴球増加 ヲ伴ヘル

軽度 ノ 白血球増加 ヲ認 メ、 肺浸 潤 ノ吸牧期二至 リテ

24。0%ノ 「エオ ジン」嗜好性細胞増 加 ヲ詮 明 シタ リ,

第20例 一24歳 機械工∴節46及47圏)

父 ノ死 因 不 明 、 母 及 兄 弟2人 共 ユ 健 在。18歳 及19歳

ノ時 前 後2岡 三至 り急 性 肺 炎 二罹 患 ヌ 。

昭 和13年10月4B初 診 。10月1日 夜勤 中 突 然左側

胸 痛 ノタ メ呼 吸 困 難 ヲ來 ス。2日 午 前2.時 來院 、當 直

馨 帥 ノ診 察 ヲ受a髄 温38度1分r胸 部 二異 常 ナ ー

ト.同 日午 後 下 熱37度2分.咳 漱 ア リ03日 ・～多少

倦 怠 感 ア ル モ 強 ヒ テ勢 働 二従 事 メ0回 目午 後 ヨ リ胸

痛 、 咳 漱 、 倦 怠感 ノタ メ 節 宅 臥 林 スき4日 内科 ヲ訪

ル。 初診 時 趨 温36度5分 、 榮 養、 血 色 善 通 。 白色 舌

苔 ア リ鋤 胸 部 轟異 常 ヲ認 ズズ、 同 日策1同 「レソ トゲ`

ソ」検 査 ニ テ(第46圖 〉、;左 腕 下 野 二 均 一 ニ シテ 境 界

不 鮮 明 ナ ル鶏 卵 大 肺 陰 影 ヲ饗 見 、局側 肺 門 陰影 二異常

ヲ認 メ ズc6日 遡 り入 院 治 療 ヲ行 フc10月1Q日 帥 チ

6日 後 第2同 「レソ トゲ ンゴ検査 轟 テ ハ、上 記肺 陰 影 八

苦 シク 吸 収 セ ラV、 不 明 瞭 ナ ル 軟 影 ヲ止 ル ノ ミニ シ

テ、17日 摩Pチ13B後 第3同 「レ ン トゲ ン」検 査 時 ニノ・

(第47圃)殆 ン ド消 失 セ ル ラ認 ム0
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第 46 圖 第 ・47 圖
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赤沈 ノ・第10表=・ 示 ス 如 〃10月5日63粍 ヨ リ11月

9日 帥 チ豪 病 後 約40同 二9粍 二遅 延 セ1)。

第10表

「pr.he,rtt〃リ ソ」反 晦 ハ第11表 二 示 ス 如 〃3日 後 陰性
、

9日 後 二及 ビテ初 メテ 中 等度 陽轄 化 ヲ示 セ リ。

血液所 見(10月5日)血 色 素73%、 赤 血 球453萬 、 白

日

5/X

10!X

171X

第

中 性 嗜 好
白血球数

i分 葉 核i桿 状 核II
9900

12

第 11 表

血 球9900、 中性 桿 状 核 白血 球11,0%、 同分 葉 核71.5

%、 淋 巴球12.O%、 「エ オ ジy」 嗜 好 白血 球3.0%、 慶
ノ

基 嗜 好 白血 球0、 大 軍 核 白血 球 及 移 行 型2.5%。 其 後

ノ楡 査 所 見 ハ第12表 二 示 ス如 〃、 「エtジ ソ」嗜 好 白

血 球 ハ6.5%マ デ墳 加 セ リ。

表

【・.。 。。、大靴 白血
嗜好細胞 球及移行型 淋 巴 球

71.511.0

63.54.0

52。56.0

喀疾 中結 核菌 陰 性 ナ リ。 糞 便 中蜘 贔 卵 ナ シ。10月26

日退院 。11月9日 マ デ外 來 治療 ヲ 行 ヒ 其 後 從業 中 ナ

リ。 禮 重10月6日52舐12月17日54妊 。

本例 ハ夜 勤 中左 胸 痛 高 熱 ヲ圭訴 トシテ來 院 、他 ノ屠 師

ヨリ感 冒 トシテ 治療 セ ラv 、2日 目 ヨ1)下 熱 シ、 從 業

中 ノトコ ロ、 咳漱 、 胸 痛 輕 快 セ ザル タ メ 再 ビ 來 院 、

「レソ トゲ ン」槍 査 ニ テ
、左 肺 下 野 二 肺 浸潤 ヲ豪 見 セ ラ

3.0

6.5

4.5

2.5

4.0

2.0

12.0

23.0

35.5

額 基 性
白 血 球

0

一
〇

一
〇

レ!タ〃 モ ノモ シテ 、 入 院 治 療 ニ ヨ リ13日 後 ニ ノ・肺 陰

影 ハ著 シク清 失 シ同 時 二赤 沈 モ遅 延 シ 來 り約40日 後

ニ ハ正 常値 二恢 復 シタ リ。白血 球 墳 加 ハ輕 度 ナル モ、

核 左 方 推 移 ヲ示 シ、「エ オ ジ ソ」嗜 好 白血 球 ハ當 初 正 常

値 ヲ示 シ羅過 ト共 二 輕 度 ノ塘 加 ヲ來 シタ リ。 「ツベ ル

〃 リン」反 慮 ・・登 病 當 初 一 時 的 陰 性 ヲ示 シ、9日 後 二

陽縛 シタ リ。
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本例 ハ5年 及6年 前 ノ2回 、急 性 肺 炎 ヲ経 過 セノレモ ノ

轟 シテ、登 病 時 症 状 一 時 的Gア ネ ル ギ ー 館 二 血液 像 ハ

不 定 型 的 肺 炎 ヲ思 ハ シ ムV共 、結 核 性 ノモ ノモ非定 シ

難 シ0

総括拉二考按

以 上20例 ノー過 性 肺 浸潤 二於 ケル 諸 事 項 二 就 キ総 掘 ス レバ次:ノ妬 シ,

第13表 一過性肺1豊潤症例

例1姓 り

…

性

…

3

勇

　

塁

女

墨
男

男

男
}「

2
亙

↓

五

6
　7

象
女

8
す

男10

男11

次
男
玉

男

一

12

13

14

昂

女
　男

瓦

篁
17
百

女

男

釧1

酬2

年齢 職 業 獲生理 礪i赤 沈
33鱒 嚢延 工436.8128

27 製鋼工
23骸 炭 工妻

25 煉瓦 ヨ

34苦 茨 ユ

40製 鋼 二1

30煉 瓦 工

538.4i34

燈ll離 ⊥ll
638.373

19小 學校教 員

2gi騨 工妻

22

20

20

語

一19

{銘

22

{25

一42

…16

一24

一一『一一}

838.01
…一T

0

【
0

盤
上

齢
-

煉 瓦 工,10。2

煉 瓦 工12

螢繕工妻

塵延工

看護婦

鋳物工

趣建玉

煉瓦工妻

製鋼工

看護婦

機械工

12

1

3

8…

9}
一 ゼ ヨ

9

9
一 一2

10

性別、職業拉二年齢的關係

第13表 二示ス如 ク、 大部分ハ製鐵所従業員拉

二其家族ニ シテ小學校女教員1名 、病院看護婦

2名 、職工 ノ妻4名t其 他 ノ13名 ハ職工ナリ.

男子13例 、 女子7綱 、 年齢ハ16乃 至42:歳 ニ

シテ、其過半ハ2(ト30歳 ナリ.之 等 ノ閣係ハ

余等 が製鐵所從業員 ヲ診療 ノ対象 トナス閣僚

上、理 ノ當然ニシテ、本病 ト特別 ノ關係 アリト

ハ思惟 シ難 シ。其母が開放性肺結核患者ナル第

10例 及看護婦2名 以外 ノ者ハ特二肺結核 二曝

露セうしタリトナス理由ラ認 メ難 久 反共既往

歴 ヨリ見ルモ、結核性家族的員因アル者2例 二

過ギズ。之等 ヨリ考フル時、…過性肺浸潤 が結

核曝露音叉ハ肺結核患者家族二時二多ク登生 ス

39.0

38.4

36.8
_i

39.4

140。5
i_

36.6

37.1

39.7

38.0

38。6

38.9

39.2

36.1

38.1

63

53

!02

126

L66
160

、18

33

23

65

i109

45

23

63

1白 血主 訴

球 轍 .…看

腰 痛 … ……}一 噂… 二 二
_w… 屯 曜…

饗熱 感、頭痛
{陥

一

一意胸痛、 頭痛、咳漱
_皿 一 智 皿』_　 一 『 …甲…

右胸痛、頭痛、 登熱感
__←w__

一

右胸庶 感冒感、咳漱 一
一一 旧}

左胸痛、頭痛、登 熱感 10000

右胸痛、頭痛、 獲熱 感
㎜一一… 」 一 一 一 一

一

感 冒感、咽頭痛 12700

右 胸 痛 、 頭 痛 、 咳漱'
一皿

一

右 胸痛、悪寒、 高熱 2080q

頭 痛、登熱感 一

左 胸痛、感 冒、咳漱、 盗汗 一

右 胸痛、感 冒感 …

悪感、 登熱感 11600
…

頭 痛 、 肢量 、 感 冒、 咳 漱116600
i感 冒 感

、頭 痛 、 倦 怠 感 、 咳 漱i15300

右胸痛、悪寒 高熱 7800

悪寒、高 熱、右 胸痛、血痕 一

倦 怠感、食思不振 10600

左胸 痛、高熱 ㎜

ル トノ・認 メ難 シ。 余 等 が製鐵 所 従 業 員 二多藪 ノ

ー 過 性 肺 浸潤 ヲ爽 見 シ得 タ ルハ
、 特 二本 病 二關

心 テ持 チ テt日 常 從 業 員 ノ診 療 二當 リ、 感 冒檬

症 状 ノ患 者 二 於 テ努 メ テ「レ ニ トゲ ン」検 査 、赤

沈 検 査 等 テ施 行 シ タル が故 ニ シテ、職 業、 性別

ノ如 何 テ問 ハ ズ、 本病 ハ甚 ダ多 キ モ ノ._...シテ普

通 感 冒、 急 性 気 管 枝 炎 叉 ハ 「ア ンギー ナ」トシテ

看 過 セ ラ レ居 ル モ ノ ト思 惟 セ ラル。

季 節 的 關 係

季 節 的 閣 係 テ第14表 二 於 テ 見 ルニ 、9月 ガ5

例 ニ シテ最 モ 多 クt6、8、9月 が各3例 ニ シテ

之 二次 ギ、5、12月 が 各2例 、1月 ヨ リ4月 マ

デ各1例 、7月 、11月 二 八i無シ。即 チ櫓iネ各季節

二五 リテ叢 生 セル モ、5月 、6月 及8月 、9月 、

ノ
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第14表 季節的關係 第15表 胸部月斤見

鰍 附 駿生同激
…

ρ

1月1
一 幽　 一 一一

2月1

7月0

8月iダ
一 一緊庸

3月1
へ一 一一{　 乱一

4月

}一 　

9月5

1 ユ0月3
補一 號 一 一

5月2
… …

11月0
儒

6月3
一_{一 謄…

12月2

10月 ノ初 夏 及 初 秋 ノ氣 候 攣 動 期 二 多 ク 瑳 生 ス

ル如 キ印 象 ヲ與 ヘ ラル.然 レ共 、既 述 セ ル如 久

本病 ハ稀 有 ナ ル疾 患 ニ ア ラズ シテ、其 幾 見率 ハ

轡 師 ノ本 病 二封 スル 關 心 ノ有 無 二 從 ヒ テ攣 動 ス

ル ヲ以 テ、 爾 多敷 ノ統 計 テ待 タザ しバ結 論 シ得

ズ、 余等 ノ症 例 二於 テ特 一・=9X]二 多 ク糞 生 シ、

全例 ノ殆 ド4分 ノ1テ 占 ムル へ 或 事 情 ノ爲 メ

此 ノ時期 特 二熱 心 二本病 ノ蕨 兇 ユ努 メ タル ガ故

ナル可 シ.然 レ共、感 冒 覆生 ト季節 トノ間 二 見

ラル ・如 キ關係 ガ、本 病 ト ノ間 轟 モ存 スル ハ 想

像 二難 カ ラ=ズ。

褒病歌態 虹 二胸 部 所 見

第13表 二示 ス如 ク頭 痛v磯 熱 感 冒等 デ主 訴 ト

セル モ ノ17例 い 胸 痛 ヲ訴 ヘ シ モ ノ12例 ア リ
。

無 自費 的 二獲病 シ、幾 病 蒔期 ヲ確 答 シ得 ザ リシ

モ ノ2例(第1及 第19例/バ ニ シテ、 爾 鹸 ノ

諸例 ハ全 テ前記 ノ諸 症 駄 ヲ以 テ叢 病 シ、 獲 病 時

期 ノ・明瞭 ニ シテ、瑳 病 欺 態 ハ比 較 的 急 激 ナ リ、

從 ツテ初 診 時 ニ ハ定 型 的 腋 炎 ノ初 期 ト鑑 別 困 難

ニ シテ
、経 過 テ待 チ テ始 メテ鑑 別 シ得 ル場 合 ア

リ。 叉蕨 病 時 「ア ンギー ナ」ラ主訴 トシテ或 ハ 之

テ 俘 ヘ ル モ ノ4例(第2、8、11、14例)ア リe

13例 ノ・38度 以 上 ノ高 熱 テ以 テ獲 病 シ、 凡 テ第

2又 ハ第3日 二下熱 セ リ。 全 ク無 熱 二経 過 シタ

ノレモ ノ5iBiijアリ"

胸 部 ノ 打 診鍵 診所 見 ハ 〈第15表 〉著 明 ノ 濁 音 テ

呈 シ タル モ ノ1例 モナ シe打 診 音 短 縮 セル モ ノ

11例 、 笛音 、 瞭 軋 音 、捻 髪 音 又 ハ水 泡 音 ヲ蜷 取

シ得 タ ル モ ノ10癌 列 ア リ¢

初 診時 、大 多 数 ハ 感 冒 、急 牲 氣管 枝 炎 又 ハ 「ア

ンギー ナ」ト診 漸 セ ラル ・症例 ニ シテfレ ン トゲ

例 打 副 診

1i短 縮

21

3一 短縮

引 短縮

ー

中等大、水泡音、笛聲

一 …-1

1-一

捻髪音

{

皿

縮

縮

縮

縮

短

短

短

短

…

…

5

6

　』

8

繍軋音 {
呼吸音粗 裂、水泡音

捻舞語
…}{

91短 縮 ■

-10とi
11

、12

_i。

塾

コ4
、

15短 縮

16

笛聲、捻髪音

呼吸音減弱

呼吸音 減弱、 中等大水泡音

呼吸音減 弱、 笛聲、水 泡音

瞭軋音、水 泡音

17輕 度 濁音i 呼吸音減弱

18

【2

20

繍L _.
綿軋音

呼吸音減弱

ン」検 査 テ施 行 シテ初 メテ 意 外 二 廣 汎 ナ ル肺 浸

潤 テ獲見 ス ル モ ノナ リ.前 記 ノ如 ク胸 痛 ヲ訴 ヘ

シモ ノ過 孚 数 ヲ占 メ、 甚 グ重 要 ナ ル徴 候 ト謂 フ

ラ得 可 シ。 高 熱 及 胸 痛 テ主訴 トセル 場 合 、 第 一

二考 慮 スベ キハ 急 性 肺 炎 又 ハ 肋 膜 炎 ナ レ共
、 本

病 テ モ常 二念頭 二 置 カザ ル可 カ ラズ.

赤 血 球 沈 降速 度

第13表 二示 ス如 久 赤 沈 値 ハ 殆 ド全 例 二 於 テ

促 進 ヲ示 シ、10-109粍 ニ シテ、30粍 以 上 ハ14

例 ・60粍 以 上 ハ9例 、100粍 以 上 ハ2例 ア リ。

其 正 常 値 二恢 復 スル時 期 ハ各 例 二於 テ囁 々 ナ ル

モ、 全 例 ノ約 牟 撒 ハ30日 以 内 ナ リ。 約2ケ 月

ヲ経 テ辛 ジテ正 常:・復 シタル モ ノ2例 ア リ。 一

般 二肺 浸 潤 ノ急 速 二吸 牧 セ ラル ・轟 比 シ、 赤 沈

値 ノ帳 復 ハ 遅 延 ス.・

Redekerニ ョ レバ、 早 期 浸 潤 ノ 赤血 球 沈 降 速

度 ハ輕 度 ノ促 進 ラ示 シ、1時 間値12-18耗 ナ リ

ト謂 フ.之 二封 シ非 特殊 姓 肺 炎 時 ノ赤 沈 値 ノ促

進 ノ稿 度 ナ リ トサ ル。 之 鑑 別 診 臨 上 多 少 ノ参考
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第16表 血液 白血球 分布

例 日 白血球数:

li

中 性 嗜 好 …

藩 穂 叢 霧蟄林巴球層講
鑑

…分葉 刷 桿 状 桝

蕊1σ 諏2・80・/795韮00に180

翫151 16/Vm、1660016510i3319{0

15!Ixi153001

N払16

i …

贈{…

22/1X　 66001505:0144
-一

iO
}_

4/×7400奪30脅55.51
17・01・0/56・0

0一
10/Xl50。05.0 8.01.0

仁3a・
0

…i
18/X44.55,5

噸

　榊一 一

3。54.5…42。00
・il-

39.Oi8。015.56礁0

47.0…5.020.0・2、026.0
}

i
Nr.17

一 曽㎝… 冒}響

N払18

7800

一

31.5 0

6/X
… 0

17/xi 39あ15.5}
き

17。02.5 35.0 0.5

5/X妬 。54.0 0.51.5

12

47.5 0

N践19

19/1X・106001473 47 0

6/X38.00,5 12.53.5 45.0 0.5

i-…18/X29
.01.5 24.00.5 45.0 0

一　

N若20

1

5/×990071.511.0
[

3・02・5{12・0 0
…

・・/xi63。514.・ 6。54,023.0 0

17/X…52.516.0 4.52。0135.5 0

トナ シ得 可 キ モ ノナ リゆ

白血 球 藪 拉 二其 分 布

血液 白1血球 撒 ヲ検 査 セ ル モ ノ9例 中、 白血 球 増

加 テ識 明 シタル モ ノ8剛 ニ シテ20800乃 至9900

ナ リ/第13表 〉。 此 ノ内10000以 上 テ 算 シタル

モ ノ7例 ニ シテ、 第10例 ハ20800、 第15及16

例 ハ 各 々16600及1530◎ テ算 シ、 郎 皿球 檜 加 ノ、

著 明 ナ ル モ、10000乃 至12700テ 示 シタル第6、

8、14及19例 ノ白血 球 堀1加 ハ輕 度 ナ リ.

白血 球檜 加 ハ本 病 ノ本 態 ノ判 定 上 、 蓼考 二資 シ

得 ル ト難 モ、 輕 度 ノ増 加 ハ結 核 性 浸 潤 ノ幾 熱 時

ニ モ屡 々 経 験 ス ル所 ニ シテ、 前 記3例 ノ如 ク著

明 ノ白 血 球 増 加 二非 ザ レバ、 之 ノ ミヲ以 テ責 チ

ニ鑑 別 診 噺 ノ嫁 黙 トナ ス ヲ得 ズ.

白 血球 分 布 テ 検 査 シタ ル モ ノ7例 ニ シテ(第16

表)白 血 球 増 加期 其分 布 ヲ検 査 セ ル モ ノ4例 中、

3例(第10、15及20例 ♪二於 テ中性 嗜 好 白1(ll球

檜 加 叉 ノ、核 左 方 推 移 テ認 ム"爾 鹸 ノ4例 ニ ハ何

レモ 淋 巴球 比 較 的増 加 著 明 ナ リ。 叉 第20例 ノ

如 キ モ後 期 二及 プ ヤ淋 巴球 比較 的増 加 ヲ招來 セ

リ.之 ヨ リ見 ル時 、纏 病 初期 白 鍾皿球 壇 加 アル症

例 二於 テ へ 中性 嗜 好 白 冒且球 壇 加 又 ハ核 左方 推

移 ヲ認 メ、 帳 復 期 二 至 ル ヤ淋 巴球 比 較 的増 加 テ

招 來 スル モ ノナ ル ヲ知 ル.

血 液 像 ガ結 核 性 肺浸 潤 ト非 特 殊 性 肺 炎 トノ鑑別

轟資 シ得 ル ヤ否 ヤ ト云 フ ニ、 肺 炎 ニ テ 白血 球壌

加 輕 度 ナ ル ヵ叉 ハ全 ク之 読鋏 如 スル場 合 アルニ

封 シ、 結 核 牲 肺 浸 潤 ニ モ、 其 ノ壁 化 ヲ認 メ、 中

等 度 ノ核 左 方 推 移 ヲ認 ム ル モ ノ アル ヲ以 テ、著

明 ノ獲 化 ア ルニ 非 ザ レバ之 ノ ミテ以 テ雨者 ノ鑑

別 ハ園 難 ナ ル可 シ。Redekerニ ヨ レバ、肺 浸潤

爾 存 スル ニ拘 ラズ血液 線 攣 化 ガ正 常 二速 ヤカニ

恢 復 スル場 合 ハ結 核 性 ノモ ノニ シテ、 肺浸 潤 ノ

消失 ス ル迄 、血 液 像 墜 化 ノ存 績 スル場 合 ハ非特

殊 性 ノモ ノナ リ ト謂 ヘ リ燈

L6ffler,Leitner等 ノ記 逃 以 來 、 一 過 生肺 浸潤

ニ シテ「エ オ ジ ン」嗜 好 白蟹皿球 ま曾加 ヲ随 律 スルモ

ノァ ルハ 周 知 ノ事 實 ナ リ。Steiger二 採 レバ、

8乃 至10%以 上 二非 ザvバ 、「エ オ ジ ン」嗜好 白

血球 檜 加 テ俘 ヘ ル肺 浸 潤 トハ ナ シ難 久 最高70
き

%二 達 シタ ル モ ノ ア リ ト云 フ。 岩 田ハ14例 ノ

1過 性 肺 浸 潤 例 中2例 二 於 テ12。4-15.2%ノ
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ナ曾力ロラ認 メ タ リ ト.

余等 ノ検 査 成績 テ第16表 工於 テ見;y二 、 白 血

球 層 加期 ニノ講 エ オ ジ ン」嗜 好 白血 球 隅 加 テ認 メ

ズ。正 常値 ナ ル カ叉 ハ 潰 失 セ リ(0-3勿/e白 血

球 敷正 常値 ラ示 セ ル時期 ニ ハ 「エ オ ジ ン」嗜 好 白

血球 ノ、堆}カnシ、 第16例 ニノ、8.O%、 第17を 列エ

ノx20.0%、 第19を 列二・ノ、24.O%、 第20例 一・・ノ、

9.5%テ 示 ス。瀟 シテ、Ptt"減 少 ノ 傾 向 ヲ 示 セ

リ.甚 ダ僅 少例 ナル テ以 テ確 言 シ得 ザ レ共 、 髪

病初期 白 血球 増 加 アル モ ノニ ハ 「エ オ ジ 為 嗜 好

白血球 ハ寧 ロ減 少 シ、 下 熱 後 恢 復 期 二及 ビ テ始

メテ其檜 加 ヲ招來 シ、最高 値 二達 シタル後 、再 ビ

減少 ノ傾 向 ヲ示 ス モ ノ ト思 惟 セ ラル。 從 ツ テ、

只1回 ノ検 査 ノ ミニ テ ハ其 檜 加 テ看 過 ス ル コy

アルベ ク、 各例 二於 テ精 査 ス レバ、 「エ オ ジ ンj

嗜好 白血 球 檜 加 テ俘 ヘ ルー 過 牲 肺 浸 潤 ハ意 外 二

多 キ モ ノニ非 ズ ヤ ト考 ヘ ラル。 撫 々 「エ オ ジ ン」

嗜好 白血球 増 加 ハ 植物 神 経 系 ノ不 安 定 牲 ノ徴 ト

ナ シ(Brduningu.Redeeker)、 生 膿 ノ 高 「ア

レル ギー」ノ表 現 ト考 ヘ ラ レタ リ(Leitner)c面

シテ、一 過 性 肺 浸 潤 ノ「エ オジ ン」嗜 好 白血 球 増

加 ハ蠣贔 仔 贔 ノ肺 循 環 内流 入 二基 ク トナ スモ ノ

(Wild)及 ビChaulm◎ogra61ノ 血 管 内注 入 ニ

ョル實験 二基 キ、 之 テ肺 硬 塞 二基 因 ス トナ スモ

ノ(Engelbreth-Holm>テ 除 キ テ ハ、 凡 テ ノ諸 家

ノ、之 テ何等 カ ノ高 「ア レル ギ ー」工蹄 セ シメ、 之

テ駿 件 スル肺 浸潤 テ 「ア レル ギ ー」性 疾 患 トナ ス

根櫨 ト考 ヘ タ リ.「 ア レル ギー」ト關 係 付 クル諸

読 ノ中ニ モ、L6ffier,Leitner等 ノ 如 ク 結 核

高「ア レル ギー」5ナ ス モ ノ ア リ"3iS2:Engelノ 、

Ligusterノ 花 粉 「ア レル ギー 工原 因 ス ル 肺 浸

潤 ラ報告 シ、allergischesFrUhjahr6demder

Lungeナ ル名 構 ヲ用 ヒ.Steigeノ ・顔 面 、 手 背

等 ノ限 局性 浮 腫 ヲ起 シ易 ク、 何 等 力原 因 不 明 ノ

「ア レル ギー 」状 態 ニ アルー・過 牲 肺 浸 潤 例 ヲ報 告

セ リ。其 ノ何 レニ モ セ ヨ、 ヂヱ オ ジ ン」嗜 好 白血

球増加 ノ・生 罷 ノ高rア レル ギー ∫駄 態 ノー 表 徴 ナ

ル コ トハ 諸家 ノ見 解 ノー 致 スル所 ニ シテ其 原 因

ハre-一ナル モ ノニ 非 ズ
。 各種 ノrア レル グ ン」.x

ヨ リテ誘 爽 セ ラル ・モ ノナ リ ト思 惟 セ ラル◇ 債}

注 意 λ可 キハ 急性 熱 性 疾 患 ノ恢 復 期 二現 ハ ル ・

「エ オ ジ ン」嗜 好 白漁 球 塘 力恥 如 何 ナ ル關係 ニ ア

ル ヤハ 今後 ノ研 究 二待 ツ可 シ.

「ツペ ル ク リ ンJ皮 内 反慮

一 過 性 肪 浸 潤 例 ノ「ツベ ル ク リ ン」反 鷹 ハ陰 性 ナ

ル モ ノア リ、 叉 陽 姓 ナル モ ノ ア リ。L(}Merハ

其 報 告例 中、2例 ハ陰 性 ニ シテ非 結 核 性 ノ肺 炎

ナ リ ト断 ジ、B◎ytinckハ 「ツ ベ ル ク リ ン」し〔庭{

陰 性 ニ シテ上 氣 道 炎 二績 瑳 セル非 結 核 性 浸 潤 テ

記 載 セ リeDiet1ノ 例 ハ5歳 ノ 小 見 ガ 「グ リッ

ペ」檬 症 黙 テ以 テ爽 病 シ、全 経 過 中 「ツベ ル ク リ

ン」反 慮 陰 性 ナ リ シテ 以 テ 非 結 核 性 浸 潤 ナ リ ト

シ、Koettgenモ 「ツAPtル ク リ ン」反 鷹陰 性 例 ラ

糸覇 ゑセ リeLeitnerノ 症 例 中 ニ モ陰 性 例 ア リe

我 國 ニ テハ 菅 田 ノ諸 例 ハ 陰 姓 ナ リ。 然 レ共 、 諸

家 ノ報 告例 エハ 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽 性 例 モ亦

多 シ。

Leitnerノ 見 解 二嫁 レバ、 長 時x・亙 リ持 緬 的 二

「ツベijvク リ ン」反 懸 陰 性 ナ ル モ ノ
.殊 二「ツ〈ご

ル ク リ ン」用 量 ヲ 漸 時増 量 シテ 爾 陰 牲 ナ ル モ ノ

ハ縄 封 的 二非 結 核 姓 ナ リ レ云 ヘ リ。 而 シテ、 肺

浸 潤 ノ経 過 中 一 時 的 二 「ツベ ル ク リ ン」反 癒 陰 姓

ラ示 シ、 恢 復 後 二陽 韓 スル コ トアル テ指 摘 シ、

此 ノ場 合 ハ 恐 ラ ク結 核 性 ナ ラ ン ト附 言 セ リ.

余 等 ノ検 査 綱17例 ハ第17表 二示 ス如 ク.次 ノ

3群 エ 分 ツ テ 便 宜 トス礎 即 チ 〈イ〉「ツベ ル ク リ

ン」反磨i陽性 ナ ル モ ノ(Pt>ザ ツ ベ ル ク リ ン」反 慮

終 始 陰 性 ナル モ ノ及 ビ(ハ)一一時 的 陰 性 テ示 シタ

ル後 陽 轄 化 テ示 スモ ノナ リ.

〈イ/「ツベ ル ク リン」反慮 陽 牲 ナル モ ノ6例(第

6、7、8、10、11及 ビ13暫 罎〉

其 検 査 時 期y見 ル ニ第8例 ハ獲 病 後1週 間 、 第

13例 ハ幾 病 後2週 間、爾 絵 ノ例 ハ 凡 テ3週 間 以

後 ナ リ"是 等 ハ 凡 テ唯1同 ノ ミ ノ検 査 ニ シテ、

検 査 時 期 ハ 多 クハ3週 以 後 ナ ル ヲ以 テ、 更 二早

期 二之 テ行 ヘ バ、 或 ハー 時 的 陰 性 ナ リ シヤモ知

レズ登 而 シテ「ツペ ル ク リ ン」反 鷹 陽姓 ナ ル場 合

ハ 其 ノ診 膨 的意 義 ハ少 シ。
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第17表 「ヅペ ル 〃 リ ソ2皮 内 反 庶

懸

第1群

ギツ嚢反 懸 陽 性 ナ ル モ ノ

第2群

例

…6

皿
7

}
8

一
10

}
11

9rツ」反騰)融 時緋 版 龍)鹸 麟 期
1.5x1.441日

1.2×1.122日

1。6×1.87H

2。3×3。223日

1.4×2.222日

3

　
ウ
触

…i
鳳

-

鰍
-

一
ユ

2.0×1.814日

(一)約11ケ 月間

(一 〉 糸勺50日 間

fツ 」反 癒終 始 陰 性 ナ ル モ ノ・

第3群
15「ツ

s反 磨 一 時 陰 性 後 陽轄 牝 セル モ/{1
8

1㎜　 セ。

16

一17

～
19

　4

一
5

(ロ〉「ヅベ ル ク リ ン」反 慮 終 始 陰 性 ナ ルモ ノ5例

(第12、14、16、17及 ビ ユ9例 〉.

嚢 病 後 夫 々第12例 ノ・約11ケ 月 、 第14例 ハ50

日、 第16例 ノ・約1ケ 月、 第17例 ハ約2ケ 月、

第19例 ノ、約2ケ 月孚 テ縄 過 シ タル モ、 「ツベ ル

ク リ ン」反 慮 ノ、陰 牲 ナ リa,.此ノ内第14及 ビ第19

例 ハ 登 病 前 ユ モ 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性 ナ リ

キ。 爾 鹸 ノ3例 ハ褒 病 前 二陰 性 ナ リ シヤ否 ヤ不

明 ナ リ.

右 ノ5例 ノ本 態 テ案 ズル ニ第14例 及 ビ第16例

ハ 「レ ン トグ ン」所 見上 、 右 下葉 ノ肺 炎牲 陰 影 テ

示 シ、其 臨 林 的 症 獣 拉 二 白血 球 増 加 ヨ リ不 定型

的 肺 炎 ト断 定 シ得 。 第12例 、第17例 及 ビ第19

例 ノ㌧ ン トゲ ン」所 見 ハ 初 期 浸 潤 二該 當 ス.元

來 、 結 核 初 感 染 後 「ツベ ル ク リ ン 。ア レル ギpaj

ノ出 現 ス ル時 期 ハ 普逼4--6週 間 ニ シテ、 「レ ン

トゲ ン」像 二新 鮮 ナ ル 初 期 漿 化 群 ヲ 認 ムル 時期

ニハ 「ツ」反慮 陽性 ヲ原 則 トス レ共 、然 ラザ ル場

合 モ存 ス。RedekrハFrifhstreungテ 「レン ト

ゲ ン」爲 眞 上 二 謹 明 シテ2ケ 月 後 ニ ピル ケ…一一反

癒 陽 轄 セ ル例 ラ報 告 セ リ.我 國 ニ テハ熊 谷 氏 ハ

「ッベ ル ク リ ン・ア レル ギー 」前 騒 期 ノ敷 ケ月 乃

至轍 年 ナル 場 合 モ ア リ ト云 ヘ リ.カ ・ル見 解 ヨ

(一 ン 約1ケ 月間

(一)約2ケ 月間

← 》 約2ケ 月 牛 間

(一}13日

(一)5日

(一)4日

(一づ5日

(一)3日

3。0×2。5

1.2×1.5

1.2x1,0

1。5×1.5

1.5>で1.8

「

鹸 査時期
i

-～ 一

一 函… 一 一

27日

39日

2ケ 月

26日

9日

リ ス レバ、前 記3{列 ガ2-11ケ 月 ノ観 察 期 間中v

「ツ」反 磨i陰性 ナ ル コ トハ其 結 核 性 チ決 定的 ニハ

否 定 シ得 ズ。 然 レ共 、 「レ ン トゲ ン」検 査 ニ テ陰

影 テ謹 明 シテ後k更 二長 期 轟亙 リ常A「 ツ」反慮

陰 性 ナ ル コ トハ 例 外 ニ シfv看 記3例 ノ、其陰影

頗 ル急 速 二消 失 シ、 叉 喀 庚 中結 核 菌 陰 性 ナ リ シ

鮎 ヨ リ考 へ聾 寧 ロ 罪特 殊 性 肺 炎 ノ 可 能 性大 ナ

リ。 而 シテ、 元 來 「ツ」反 癒 陰 性 者 二肺 浸潤 ノ出

現 ス ル場 合 ハ 「ツ」反 懸 ノ持 績 的 検 索 ハ其 ノ鑑別

診 断 上 資 スル所 大 ナ リ。

(ハ〉一 時的 陰 性 後 、 陽 轄 化 ヲ 示 ス モ ノ5例(第

4、5、15、18及 ビ20例>e

「ツベ ル ク リ ン」反慮 陰 性 ラ認 メ タル検査 時期 ハ

夫 々褒 病 後13、5、4、5及 ビ3日 ニ シテ、 陽轄

化 ヲ認 メ タル 時期 ハ42日 、39日 、 約2ケ 月、

20日 及 ビ8日 後 ナ リ。但 シ陽 轄 化 ノ時期 ハ此 ノ

臼検 査 テ行 ヒ テ陽性 ナ リ シマ デ ノ コ トニ テ、 實

際 上 ノ陽 轄 化 ノ時 期 ハ更 二 之 ヨ リ早期 ニ アルベ

シ.之 ヨ リ見 ル時 、 「ツベ ル ク リ ン」反慮 陰性 ヲ

認 メ タルハ 、 多 クハ 爽病 後 撒 日以 内 二検 査 シタ

ル例 ナ ル ラ以 テ、〈G>ノ 諸 例 中 エ モ、 早期 二「ツ

ベ ル ク リ ン」反癒 検 査 テ 行 ヘ バ
、 陰 性 ナ ルモ ノ

ア リ シヤ モ知 レズ、 爾 、 他 ハ 葬 病 常 日弱 陽姓 二
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シテ其 後4週 間 毎 同 陰 性 ナ リ シ1例 ア リe

批 ノー過 性 「ア ネル ギー」現 象 ハ如 何 二解 繹 サ ル

可 キ ヤ。Leitnerバ ー過 性 肺 浸 潤 経過 中 ニー 過

性 二「アネル ギー」ヲ認 ム ル例 アル ヲ記 載 シ、 カ

カル例 ハ恐 ラ ク結 核 性 ナ ラ ン ト云 ヘ リ。

「ヅベ ル ク リ ンJ反 慮 ガー 時 的 陰 性 化 ラ示 スハ 各

種急性 熱 性疾 患 ノ経 過 中 二屡 く経 験 セ ラル ・所

ニ シテ、Schiffハ 「イ ン フル エ ンザ」、Rollyハ

楕 魯布 性 肺 炎 、腸 「チ フ ス」、 「ヂ フ テ リー 」、丹

毒、 濾胞 性 「ア ンギ ー ナ」等 二 於 テザツ ベ ル ク リ

ン」反 慮 ノ陰 性 化 スル コ トヲ報 告 セ リ。

其他「チ フ ス豫 防接 種 時、月 経 、妊 娠 、磯 餓 時 二於

ケル「アネ ル ギー 」テ記 述 ス ル モ ノ ア リ〈lctsert)。

余等 モ 格 魯 布 性 肺 炎13例 一・一於 テ100049「 ツベ

ル ク リン」液0.1耗 皮 内注 射 ヲ行 ヒ、 全 例 二 陰

性 ナル ラ認 メ タ リ.其 陽轄 時期 ハ囁 々 ニ シテ早

キ・・第10叉 ハ第12病 日一・v陽姓 化 テ示 セ ル モ ノ

ア リ。 遅 キハ 第29病 日二始 メテ 陽性 化 ヲ示 セ

ル モ ノ ア リ。 之等 ノ事 實 ヨ リ見 ル 時、 一過 性 肺

浸 潤 ニ シ テ ー弔寺的 「ア ネル ギ ーコヲ認 ムル モ ノ

ハ、非結 核 性 ニ シテ、Kellnerノ 所 謂 不 定 型 的

肺炎 ナ リ トナ ス 可能 性 ア リ ト難 モ、 他 面Neu-

mann二 稼 レバ、 結 核 姓 疾 患 ノ経 過 中 縫熱 ヲ以

テ再 燃 テ來 シ、 又 ノ・肋 膜 叉 ハ 腹 膜 滲 出 液 瀦 溜 ヲ

招來 スル場 合 「ア レル ギーツ ノ潰 退 ヲ致 ス コ トア

リテカ カル場 合 ハ豫 後 良 好 ナ リ トノ コ トナ ル ヲ・

以 テ、一 時 的 「ア ネル ギー」テ以 テ直 チニ結 核 性

テ否定 スル コ ト能 ハ ズ。 即 チー 時 的 「アネ ル ギ

ー」テ示 スー過 性 肺 浸 潤 ハ非 特 異性 肺 炎 二 屡 ス

ル可能 性 ア レ共 、 叉 肺結 核 ノ再 燃 ナ ル場 合 モ ア

ルベ ク、 之 ノ ミテ以 テハ繭 者 ノ鑑 別 ハ 困 難 ナ ル

ガ如 シ,

喀疲 所 見

喀1爽検 査 ヲ施 行 セ ル モ ノ9例 中 各例 二於 テ結 核

菌陰 性 ナ リ。 其 他 詳 細 ナ ル検 査 ハ 行 ハ ズ.早 期

浸潤 二關 スルAssmannノ 記 述 テ見 ル ニ、 肺 浸

潤 出現 ノ初 期 ニ へ 喀 疲 少 量 ナ ル場 合 ニ モ、 意

外 二多郵1ノ結 核 菌 排 出 テ見 ル 可 シ ト。 結 核 菌 ノ

護 明 サ レタル 場 合其 ノ 診 断 ハ 確 定 的 ナ レ共 、

Assmannノ 云 ヘ ル如 ク菌 陰 性 ナ ル 場 合 ハ 其 ノ

鑑 別 ハ 容 易 ナ ラズ.カ ・ル場 合 ハ更 ・≒進 ンデ、

喀 庚培 養 法 テ施 行 ス レバ多 大 ノ募考 トナ ル 可 キ

モ遺憾 乍 ラ之 ヲ施 行 セザ リキ.

「レ ン トゲ ン」所 見

余 等 ノ経 験 例20例 ノ「レ ン トゲ ン」像 所 見 ハ 第

18表 二示 ス如 ク、各例 轟於 テ著 明 ノ肺 陰 影 テ認

メ タル ガ、其 獲 生 部 位 二 蘭 シテハ 第19表 二 見

ル如 久 右 側18例 、 左 側5例 ナ リ,,最 モ多 キ

ハ右 肺 下野15例 ニ シテ、 其 中 右 肺 下 野 内側 二

限 局 セル モ ノ7例 ナ リ。吹 二右 上 肺 野 、 左 下 肺

野 各3例 及 ビ左 肺 中 野 ノ2例 ナ リ.即 チ概 ネ何

レ ノ肺 部 ニ モ蕨 生 シ得 ル モ ノナ ル モ、 其 好 叢 部

位 ハ右 肺 下 野 殊 二其 内側 印 チ心 臓 陰 影 二接 属 セ

ル肺 部 ニ シテ、 所 謂ParavertebralePneumo一
酬ll

niei禰 ス可 キモ ノナ リe此 ノ1右 肺 上 野 テ好

護部 位 トナ セルKellnerノ 記 述 ト異 り、肺 野 側

方 轟位 スル モ ノハ稀 ニ シテ、 大 多籔 ハ 肺 門部 ヨ

リ側 方 又 ハ下 方 二廣 ガ レ リ.

肺 陰 影 ハ 概 ネー 様 均 一つ ・ル モ、 多 少 ノ濃 淡 アル

モ ノ索 獣 父 ハ黒胡犬陰 影 テ混 ズ ル モ ノア リ.叉 蜂

案 状 陰 影 テ 呈 ス ルモ ノ ア リ/第15例 〉、 形 歌 、

大 小 ハ 隔 々 ニ シテ 健 康 部 ト ノ=境界 ハ 不 鮮 明 ナ

㌦ 藥 間 肋膜 肥 厚 デ示 スモ ノ6例 ア リ。

肺 陰 影 ノ吸 牧 日藪 テ表 ・・:一於 テ見 ル ニ最 短6日 、

最 長41日 ニ シテ、 過 孚 撒 ハ20日 以 内、 大 多敷

ハ30日 以 内 ナ リ。 而 シテ6ケ 月 一1ケ 年 間 二

各 々3同 一 過 性 蹄 浸 潤 ヲ 反復 セ ル モ ノ2例(第

4及 ビ第10例 〉 ア リ,,、之等 ハL6缶erノ 所 謂

Succedon-lnfiltrate二 該 當 スル モ ノ ナ リ。 肺

陰 影 ノ吸 嫡矧 犬態 ハ 概 ネ完 全 ナ レ共 、 小 斑1鮎朕 、

索 歌 陰 影 叉 ハ 小 石 灰 竈 テ残 存 セ ル モ ノ ア リ.

以 上 ノ記 述 ニ ヨ リ明 白 ナル 如 ク、 弦 ニー一過 性 肺

浸 潤 ナ ル名 構 ノ下 ニー一括 シテ 報 告 セ ル20例 ハ

ー過 性 二経 過 セ ル肺 陰 影 ナ レ共
、 輩 一 ナ ル疾 患

ニ ハ 非 ズ.之 テ大 別 ス レバ、 第6、10、14、15、

16使 ビ18例 ノ6例 ハ 所 謂 不定 型 的 肺 炎i・ ナ ス

可 キモ ノナ リe之 二斐寺シ、 第1、2、3、4、5、

7、8、gs11、12、13、17～ 乏ビ20{列 ノ14伽 唾ノ、
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第18表 「vソ トゲ ゾ.所 見

例
一 一 咽 一一 一

1
}…

2

3

4

5
_柵

6
一

7

…{一

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

部 位

右下野

右下野

右下野

右下野

陰 影 所 見

一標
、濃厚、葉間肋膜 肥厚

一 様、濃 厚

吸 敢l

l日 翻
…'16一

17

左下野醐L慌 墨 鰍
右 下野 内側 雲紫状濃厚陰影

右 下野内働 _L塞 紫状濃厚陰影1

左 肺門Mサ 下野1略 し一様 、濃厚

… 様 、 濃 厚

一 糠 、濃 厚

118

「17
ミ ア

i不 明i不

15

18

39

右上野

右上野

右下野内側

右上野

一様
、濃 厚、 肺炎 ヨリ上野 ニ カケテ瀬 蔓性

陰 影 ア リ、鎮骨下長圓形 ノ濃影 ヲ認 ム.葉20
問肋膜肥厚一二 薮

濃 厚wwwl4・

一 様、 濃 厚

一一様 、鴛 卵 大 、葉 間 肋 膜 肥 厚

i右 下野内側 略 い一様 、濃厚
§

右 下野内側 略=一 様、 索状陰影 ヲ混 ズ

左 中野{境 界不規則 ナル鳩卵大 濃影、葉問肋膜肥 厚

右 下野内側 …略 く一様、 索状 陰影 ヲ混 ズ、葉間肋膜肥 厚

右下野i一 様 、濃 厚

右 下野 蜂窺歌陰影 、葉間肋膜肥厚

右 下野 一様、濃 厚

右 下野{索 歌蛇 二雲紫状 陰影

右 下野 内側 一標軟影

左肺門Sり 中野 鴛卵大軟影 中二濃 厚不規則 ナル陰影 ヲ混 ズ

左下野 鶏卵大一様陰影

第19表 螢生部 位

91

0

ハリ

9
穐

-

92

02

51

41

4五

1

7

4

2

　

{り

6

3

耀
孟

4
孟

1吸 牧 状 態
……㎜情 一一　 一 　 　一 　 一 一 楓___

/完 全
…

籔側 ノ小 石友竈虹 二索駄陰影
・ヲ残ス

不完全
萎

i索 歌陰影 ヲ獲ヌ
…
…不 明
…

索 駿陰影ヲ礎ス

同
__扁 … 鵯

小斑鮎 ヲ礒 ス、68日 後 ハ完全

完 全

肺炎肋膜肥厚
i___一 一一_㎞一__幽 』__幽僧塑

略 ζ完全、 索状陰影 ヲ残メ

索状蛇 二小 陰影 ヲ残 ス

{完 全、上野 ノ陰影 モ完全 二潰失 、

〔莞一蚕 一 ξ　

庫 完全 撤 影ヲ残ス
1索 状陰影、 小石茨竈ア リ

陰 全
}完 全
計

i究 全
}

索状陰 影 ヲ残 ス

1完 全

1索総 影ヲ膨
…不完全

上 肺 野 3

右18下 肺 野,

下肺野内側1

8

閏
'

1中 肺 野i左5

下 肺 野i

9
㌧

3

鑑 別 困 難 ナ リ シ諸 例 ニ シテ、 此 中 第8例 ハ其 臨

躰 的 症 状 及 ビ白血 球 壇 加 ヨ リ頓 挫 牲 肺 炎 トナ 乳

可 キ ナ レ共 、 約1ケ 年 後 、 同 腋 部 二室 洞 性 肺 結

核 ヲ惹 起 セル例 ニ シテ果 シテ腋 炎 ナ リ シヤ否 ヤ

ヲ疑 ノ、シメ、 第7例 ハ 鎖 骨 下浸 潤 二肺 「ア テ レ

ク ター一ぜJヲ 合 併 セル 如 キ像 ヲ呈 シ、 第11例 ハ

肺 炎様 症 状 ヂ呈 シ タ レ共 、 「レ ン トゲ ン」所 見 ハ

限 局 性 横 隔 膜 性肋 膜 炎 テ思 ハ シム.

i欠二第12、17及 ビ19例 ノ31列 ハ 既述 ノ如 クfレ

ン トグ ン」像 二 限 局牲 肺 浸 潤 ト同 側 肺 門 陰 影 撞

大 ヲ示 セル鮎 ヨ リ初 期 浸 潤 テ思 ノ・シム レ共 、長

期 二亙 リ「ツ」反 癒 陰 姓 ナ ル貼 ヨ リ非 特殊 性肺 炎

ノ可 能 性 大 ナ リ響

而 シテ第17例 ハ 同 時 轟 同側 横 隔 膜 性 肋 膜炎 テ

併 駿 セ リ。 其 陰 影 ハ 夫 々装 見 後20日 、7日 及 ビ

16日 後 ノ短 期 間 二殆 ン ド全 ク消 失 シ、 第17及

ビ19例 ハ 浸 潤 吸 敗 ト共 二 著 明 ノrエ オ ジ ン」嗜

好 性 細 胞 増加 〈20.0及 ビ24。0%)ラ 謹 明 シタ リ、

Ickertノ 最 近 ノ記 述 ニ ヨvバ 肺 浸 潤 ヲ登 見 セル

場 合 ニ ハ<1>早 期 浸 潤(2>晩 期 浸 潤(Redeker>

(3>初 期 浸 潤 叉 ハ 再感 染 竈 〈4>二 期 浸 潤(5>結

核 ト無 瀾係 ナル 非 特 殊=性浸 潤 等 デ考 慮 ス可 キテ

述 べ、 其 鑑 別 ハ治 療 ト豫 後 決 定 二重 大 ナ ル意義

ラ有 シ、(1)(2)ハ 室 洞 形 成 父 ハ管 内性 轄 移 ヲ

來 シ易 ク、 〈3)ノ、血 行 性 播 種 ヲ緬 壷 スル コ トア
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リ。(5>ハ 非 結 核 性 ノ高 ザァvル ギー-!二基 因 ス

ル モ ノニ シテ、 カ ・ル場 合 ハ 持 績 的 「ツ・ぐル ク

リ ン」反 慮検 査 ガ 診 噺 ヲ 確 定 ス可 シ ト云 ヘ リ、

結核 性 肺浸 潤 ノ 急 速 ナ ル治 癒 姓 二 關 シテノ、夙

二Haudek,Redeker,Fleischner,Lydtin,

Fasshender等 ノ記 述 セル所 二・シテ、 一過4ti二・・

経過 セ ル ノ故 テ以 テ薩 チニ結 核 牲 ヲ否 定 シ得 可

カラザ ル コ トハ 蔑 二諸家 ノ論 ジ養 セル 所 ナ リ.

カク テ、 一 過 性肺 浸 潤 ト診 断 セ ラル ・症例 中 轟

ノ、結 核 性 肺 浸潤 ア リeKellnerノ 詳 述 セ ル如 ク

不定型 的 肺 炎 ア リ.結 核 牲 肺 浸 潤 中 ニ モ各 型 ノ

モ ノア リテ其 ノ鑑 別 ハ容 易 ナ ラズ。 結 核 未 感 染

者ニ シテ 「ツ」反 慮 陰 性 ナ リ シ者 轟出 現 セル肺 浸

潤 ハ 「ツJ反 慮 ノ陽 轄 ス ル カ否 カニ ヨ リ其 ノ鑑 別

ハ比 較 的 容 易 ナ レ共 、 結 核 既 感 染 者 二 同様 ノ陰

影 出現 スル場 合 ノ鑑 別 ハ其 困 難 テ増 シ、 結 核 性

薔 病 竈 ノ併 存 ス ル場 合 二於 テ其 函 難 ハ更 二大 ナ

リe況 ンヤ 勉 路 ゲ ン」陰 影 常 二必 ズ シモ肺 浸

潤 ナ ラズ群 肋 膜 陰 影 ナル場 合 ア リゆ 又 肺 ザア テ

レク ター一ぜ」ナ ル場 合 モ アル ニ於 テ テ ヤe

之 ヲ要 スル ニ、 一過 性 賄浸 潤 ハ 「一 過 性 ノ経 過 」

ト云 フー 勲 二於 テ共 通 黙 テ認 メ得 レ共 、輩 一 ナ

ル疾 患 二非 ザ ル ヲ以 テ、 一過 性 肺 浸潤 ナ ル診 断

テ以 テ満 足 スル コ ト無 久 更 二個 々 ノ症例 二於

テ各種 所 見 ノ組 合 的 考察 ト精 細 ナル経 過 ノ観 察

テ待 チ テ其本 態 テ究 明 ス可 キ ナ リ磯

結

1.余 等 ハ 釜 石 製鐵 所 從 業 員 拉 二 其 家 族 ノ診 療

・=當リ、 過 去1ケ 年 孚 ノ間 二所 謂 一・過 性 肺 浸 潤

ノ20例 ヲ経 験 セ リ。

2.肺 浸潤 登 生 部 位 ハ 右 肺 上 野3例 、下 野15例 、

左肺 中野2例 、 下 野3例 ナ リ.

3.肺 浸 潤 ハ 急 速 二吸 敗 セ ラ レ、 其 ノ 登 見 ヨ リ

清失 テ認 メ.ルマ デ ノ日数 ハ6乃 至41日 ニ シテ・

過 牛数 ハ20日 以 内、 大 多撒 ハ30日 以 内 ナ リe

4.性 別 ノ・男 子13名 、 女 子7名 、 年 齢 ハ16乃

至42歳 ナ リ。 季 節的 關 係 ハ 各 季 二亙 リテ褒 生

スルモ、5、6月 及 ビ8、9、10月 郎 チ初 夏 、 初

秋 ノ氣 候攣 動 期 二 多 キ ガ如 シ。

5.i%往 二於 テ 急 牲 肺 炎 テ 経 過 セ ル モ ノ4例 、

本病経 過後 急 性 肺 炎 二罹 患 セ ル モ ノ2例 ア リ。

結 核 患者 家 族 叉 ハ 曝 露 者 二特 二多 シ トナ ス事 實

テ認 メ難 シ,

6.獲 病 状 態 ハ比 較 的 急 ニ シテ頭 痛 、爽 熱 感、感

冒感 ヲ主訴 トセル モ ノ17例 、 胸 痛 ヲ 訴 ヘ シモ

ノ12例 、 「ア ンギー ナ」ラ 俘 ヘ ル モ ノ4・Silj,無

自蜀 的 二毅 病 セル モ ノ2例 ナ リ,,38度 以 上 ノ高

熱 ヲ以 テ毅 病 セ ル モ ノ13pmocxシ テ、 全 テ 第2

乃 至3日 二下 熱 シ、 全 ク無 熱 二経 過 セ ル モ ノ5

例 ナ リ。
妻

7。 胸 部 所 見 ハ打 診 音 短 縮 セル モ ノ11例 、笛 音 、

陣 車し音、1念髪i音1叉ハ 水泡 音 テ籔惑取 シタル モ ノ10

例 ナ リ窃 一 般 二肺 浸 潤 ノ著 明 ナ ル ニ比 シ、 打 懸

診 所 見 ハ輕 微 ナ リ.

8.赤 血球 沈 降速 度 ハ何 レモ促 進 ヲ示 シ、109乃

至10粍e30粍 以 上 ハ14例 、60粍 以 上 ハ9例 、

100粍 以 上 ハ2例 ナ リ,,経過 ト共 二邊 延 シ來 リ、

約 牛撒 例 ハ1ケ 月以 内 二 正 常 値 二 核 復 テ 來 セ

リ¢

9。 血 液 白血 球薮 ハ検 査 例9例 中、8例 二増 加 テ

認 メ、20800乃 至9900ニ シテ、10000以 上 ノモ

ノ7例 、15000以 上 ノ モ ノ3例 ナ リ.白 血 球 壇

加 期 二其 ノ分 布 テ検 査 セ ル4例 中 、3例 …..中性

嗜 好 白血 球 檜 加 叉 ハ核 左 方 推 移 テ認 人 白血 球

藪 正 常 値 二帳 復 ノ時 期 ニ ハ淋 巴球 比 較 的 増 加 テ

不 セ リ。

「エ オ ジ ね 嗜 好 白血 球 ハ 白血 球 増 加期 ニハ檜 加

セ ズ、 寧 ロ減 少 テ示 シ族 復 期 二至 リ経過 ト共 二

増 加 テ來 シ、4例a於 テ夫 々24.⑪%、20.0¢.v

8.⑪%及 ビ6。5%ノ 極 値 二達 シタル後 、再 ビ滅 少

ノ傾 向 テ未 セ リ.

10.rツ ベ ル ク リ ン」皮 角反 懸 ヲ 検1査 セ ル17例

中、陽 窪6例 ニ シテ、其 検 査 時期 ハ{獲病 後1-3
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週 後 ナ リ0瑳 病 後 、1時 的 「ア ネ ル ギー 」ヲ示 セ

ル モ ノ5例 ニ シテ、 「ア ネ ル ギー」ヲ認 ムル 時期

ノ、考姿砺埼そ笈3-5日 ノモ ノ4暫1}
、13日 ノモ ノ1例

ナ リ.「 ツ」反 慮終 始 陰 性 ナ ル モ ノ5例 ニ シテ其

観 察 期 間 ノ・1--11ケ 月 間 ナ リ0爾 、 他 ノ1例 ハ

爽 病 當 日弱 陽 性 ユ シテ、 其 後 、4週 問 短 同 陰 性

ナ リキゆ

11.喀 疲 検 査 ラ施 行 セル モ ノ9例 中結 核 菌 ハ 凡

テ陰 性 ナ リ0

12.余 等 ノ経 験 セ ル ー過 性 肺 浸 潤f'中 、 所

謂 不 定型 的肺 炎 トナ ス可 キ モ!6例 、 鑑 別 困 難

ナ ル モ ノ14例 ナ リ0鑑 別 困 難 ナ ル症 例 中、3例

ハ ㌦・ン トゲ ン3所 見 上 初 感 染 症 ノ疑 ピ ア レ共 、

2--11ケ 月 間 ノ観 察期 間 中 「ツベ ル ク リ)」 反 鷹

陽 轄 セザ リ シヲ以 テ不 定型 的 肺 炎 ノ可能 性 大 ナ

リ.他 ノ2例 ハ肺 炎様 症 獣 ヲ呈 シタ し ドモ 、其

ノ1例 ハ 「レ ン トゲ ン」像 上t限 局性 横 隔 膜 性肋

膜 炎 子疑 ハ シ メ、他 ノ1例 ハ1ケ 年 後、空 洞 性肺

結 核 症 二 移 行 セ リ。 又、6ケ 月 乃 至1箇 年 間 二

3同 、 一 過 性 蹄浸 潤 テ反 復 シ、 所謂SUCcedan-

Infiltiate轟 該 當 スル モ ノ2例 ア リ0

13.一 過 姓 肺 浸潤 ノ本 態 ノ鑑 別 ハ 結 核 未感 染 者

ノ場 合 ハ 「レ)ト ゲ ン」所 見 拉 二 持 績 的 ゴツ ベ ル

ク リ ン」反癒 ノ 検 索 ニ ヨ リ 比 較 的 容 易 ナ レ共、

営憾 染 者 殊 二結 核 性 蕪病 竈 ノ併 存 セ ノレ場 合ハ 至

難 ナ リ0

欄 筆 二當 り御 懇切 ナ ル御 校 閲 テ賜 リタル 恩師坂

口教授 二衷 心 ヨ リ感 謝 ノ意 テ捧 グ。 爾、 御 便宜

ヲ與 ヘ ラ レ タル東 北 帝 大 黒 川 助 教授 二封 シ敬 意

テ表 へ.、

(附記 、 著 者 ノ1入 寺 岡 ハ 現 在 茨 城 縣 内原 訓 練

所 病 院 二 在勤 中 ナ リ〉
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                Studien  fiber  fluchtige Lungeninfiltrierung. 

                                      Von 

                    Tadashi Teraoka  und Motoharu  Watanabe. 

 (Aus  (1.•,12  zu 

 Verff. haben im Laufe von  11/,  jahren  Mannern  uJ  T  Frater,  mit 
 his 42 Lebensjahren) von  flbchtiger  Lunfzennfiltrierung  beobar!htet,  welhe  dreirnal 

rechten oberen Lungenfeld,  15-mal  im  rechten unteren,  2-mal im  flnker)  -M:ttelfeld 
3-mal  im linken Unterfeld auftraten. Sie war  riintg-enologisch  zumeist  (iitrus  heschattet, 

obwohl sie in einigen Fallen mit fleckigen,  strahligen  and anderen  Schatten  gemiscnt 
war. Die Form  und  GrThse  des Schattens war je naeh  den  Fallen  vers,.7}-:e(_'*n.  'Der 

 Schatten wurde rasch resorbiert, sodass er schon  nahf-;  1--s 41 Tagen,  -/:_pneist  ',nnerhath 
 20  Tagen ganz  unsichthar wurde. 

    Als subjektive Klage traten Kopfschmerz. Er.,:alturi:efiihl In 17 Fallen, 
Brustschmerz in 12 Fallen  auf ,  wahrend  2 -1  Firille  rot  n  i  n  a 

 hegleitet war.  Physikalisch wurde  in  11 Fallen  ine  leichte  und in  :H  Failen 
 1;iemen ,  Pfeifer,  und feuchte  Rasseln beobachtet.  Di rstt  firi,s  war in den  1.-!iten 

Fallen Grippe, Angina oder akute Bronchtis. DieElutsenkungs ...,..es(-±hwindigke-itwar in 
alien  Fallen  deutlich  beschleunigt, indem  sic  jA)er  iiher  0; mm  und 

 2-mal  fiber 100 mm betrug . Sie  \-,=rni.inderte  sie in  einer 
 Halfte der Fallen innerhalb Tagen ,  etwas  ,r  .1tft.  k  i  rptua  les  abnorn.).-n 

Schattens, einen  normalen Wert erreichte. 

    Bei Blutuntersuchung an  s Fallen wurde  Leukozytose 

     4-mal  festgestellt,  indern die  alnophlri  Zellen  n-1  jliczytuse 
 Abnahme  und erst in der  Rekonvaleszen;/ _ eine  vorilbergehendf7, 

    Was die intrakutane  Tuberkulinreaktion von  17  Untersu,nungsfi11,!, 

sie  5-mal im Krankheitsbeginn  negativ. dann iatr piti ,7--Ja! ,rryzie 
 Beobachtungsa'it von 1-11 Monaten  neativ  aus,  \A'ahrend  a  a  ar  bis  fire; 

Wochen nach dem  Krankheit.sbRg-inn  unt( _'ruchten 
war. In einem Fall war sie nur am  srsten  Krankheitstag, _-.  urn  spater 
bei Beobachtung von 4 Wochen immer  necativ  aus .ri(:1. 

    Sputum war in  alien Fallen  tuberkelbaziilenfrF,L 
    Unter  unsere',., 20 Fallen waren 6  Falle 

bei 14 Fallen schwer zu entscheiden war , ob  rich urn  eine  tub.7,r,i'u!i")-,_, 
handelte oder nicht. Aus der zweiten Gruppe wurden drei  Falle  auf 

 monie,  ein  Fall  auf  lokalisierte  Pleuritis  diaphra12 .-maca  rrdachf-,, 
 sprach  dem  sog.  Succedan-Infiltrat.
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    Hieraus ist  wohl der  Schluss gestattet, dass  eine sog.  fliichtige  Lungeninfiltrierung 
 nicht von einheitlicher Natur ist, so dass sie erst durch genaue Untersuchung  bestirnmt 

werden soil.  (Autore  ferat  .) 

 Ober die Anwendung der  Tamura.schen Methode zur Anreicherung 
                     der Tuberkelbazillen im  Harn. 

                                    Von 

                               Takesi Hattori. 
 Aus der  Katsura-Naika Klinik der Taihoku Kaiserlichen Universitdt, Formosa. 

                             Direktor Prof. Dr.  Shigehiro Katsura.) 

    Es gibt  viele Methoden zur Anreicherung der Tuberkelbazillen im  Harn. Sie  sind 
zwar zur Kultur geeignet aber nicht zur Anfertigung des  Ausstrichpraparates, oder sie 
erfordern grosse Menge  Harn  und  viel Zeit, so dass keine der bisherigen Methoden  leicht 

 zum  praktischen Zweck angewendet werden kann.  Urn diesen Mangel zu  ersetzen, hat 
der Verfasser eine Methode ausgearbeitet, deren Prinzip darin besteht, dass die Tuberkel-
bazillen im  Harn durch  Anwendung von Esbachscher  LOsung  gefdlit,  und  dann nach 
der Methode von Tamura aus unserer Klinik angereichert werden. Das Verfahren dieser 
Methode, die als  Pikrinsauremethode bezeichnet werden  kiinnte, ist wie  folgend  aus-
zufiihren.  Wenn der  Harn deutlich positive  Eiweissreaktion durch  Sulfosalicylsaure 
zeigt, werden 20  ccm  davon in  ein Spitzglas hineingetan, 5  ccm Esbachscher  LOsung, 
2-5 Tropfen 25%iger  Schwefelsdure  und 10  ccm  frischen Wassers zugesetzt  und sanft 

 umgeriihrt. Es wird dann  fiir 20 Minuten bei 3000 Drehungen pro Minute zentrifugiert, 
nach Dekantierten wird  zum Bodensatz 1 Tropfen  25 Natronlauge zugesetzt  und 
mit einem zugespritzten  Stabchen unter vorsichtiger  Erwarmung  auf der  Gasflamme 

 umgeriihrt, wodurch das Sediment zu einer  homogenen Masse umgewandelt wird. Man 
tut nun einige Kubikzentimeter  frischen Wassers hinzu  und  riihrt unter  Erwarmung 
weiter  urn.  und wiederholt dieses Verfahren solange, bis das ganze Volumen etwa 20-fach 
des Bodensatzes wird. Darauf wird der Inhalt  nochmals  fiir 20 Minuten bei 3000 
Drehungen pro Minute zentrifugiert. Man dekantiert, hebt den Bodensatz mit einer 

 thinnen Pipette ab  und  streicht ihn auf  ein Objektglas in Form eines Rechtecks aus. 
Das Waschen des auszustreichenden Bodensatzes mit  ph.Nsiologischer  KochsalzlOsung oder 
das Anwenden eines Fixationsmittels beim Ausstreichen ist  unnOtig. Das Ausgetrichene 
wird im einem Trockenschrank bei 40 C-70'Cgetrocknet, nach der Methode von Ziehl- 
Toda  gefarbt  und die Tuberkelbazillen werden am Rand des Ausstrichs  na.chvsucht, da 

 sie sich am meisten an dieser  ,telle sammein. Wenn der Urin eiweissfrei ist oder nur 
sehr  schwache  Sulfosalicylsdurereaktion zeigt, tut man vorher dem 20  ccm Urin 0.5  ccrn 
Blutplasma hinzu  und behandelt weiter nach  (ler obigen Beschriebung. Durch diese 
Methode kann man Tuberkelbazillen  im  Harn in  einer  viel  einfacheren Weise  und  einer 

 viel  kiirzeren Zeit anreichern als durch die bisherigen Methoden.  Sie kann daher auch 
zur  alltaglichen ambulanten Untersuchung angewendet werden. 

    Wenn man das Resultat der  Arireicherung nach dieser Methode- mit  demjenigen 
 n7,-tch dem einfachen  Ausstrichprdparat des  Zentrifug,ates vergleicht,  und zwar dadurch, 

 dass man die  Tuberkelbazillenzahl in je 100 Gesichtsfeldern  aufzahlt, so  kiinnen etwa 
4  !-fach  s(,  viel  Tuberkelbazillen durch diese Methode  aufgedeckt werden, wie sich aus




